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新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
初
春
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
勝
と
限
り
な
い
ご
清
福
を
、
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
年
頭
に
あ
た
り
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
3
月

11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
る
な
ど
、
未
曾
有
の
国
難
に
直
面
し
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
改
め
て
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
市
民
の
皆
様
が
心
を
一
つ
に
し
て
、

い
ち
早
く
被
災
地
へ
向
け
た
支
援
活
動
が
行
わ
れ
、
9

月
に
襲
来
し
た
台
風
12
号
に
お
い
て
は
、
救
出
者
保
護

に
地
元
自
治
会
が
立
ち
上
が
る
な
ど
、
遺
憾
な
く
発
揮

さ
れ
た
「
市
民
力
」
に
心
強
さ
を
覚
え
ま
し
た
。

　

一
方
、
世
界
人
口
が
70
億
人
を
突
破
し
、
今
後
ま
す

ま
す
食
料
不
足
・
水
不
足
の
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
る
中
、

「
食
と
農
」
を
テ
ー
マ
に
農
業
の
総
合
6
次
産
業
化
を

提
唱
し
て
き
た
当
市
が
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
が
進

め
る
「
未
来
都
市
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
、

農
業
分
野
で
は
全
国
で
唯
一
の
行
政
パ
ー
ト
ナ
ー
に
選

ば
れ
、
「
西
条
農
業
革
新
都
市
」
を
本
格
的
に
始
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
間
に
と
り
生
命
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
に
、

「
攻
め
」
の
姿
勢
で
取
り
組
み
、
高
品
質
で
安
全
・
安

心
な
食
料
供
給
・
販
路
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
当

市
の
「
水
・
食
」
と
連
携
し
た
産
業
観
光
な
ど
の
発
展

も
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
予
港
に
つ
き
ま
し
て
は
、
念
願
で
あ
っ
た

防
波
堤
整
備
が
事
業
化
し
、
物
流
と
防
災
の
機
能
向
上

に
向
け
て
の
大
き
な
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
一
日
も
早
い
完
成
に
向
け
て
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ
ム
国
フ
エ
市
に
お
け
る
、
当
市
の

「
12
歳
教
育
推
進
事
業
」
を
モ
デ
ル
と
し
た
新
た
な
防

災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
、
中
国
保
定
市
訪
問
に
よ

る
友
好
交
流
の
促
進
な
ど
、
成
長
著
し
い
東
ア
ジ
ア
と

の
つ
な
が
り
が
深
ま
る
中
、
今
後
は
地
場
産
品
の
市
場

開
拓
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
推
進
な
ど
、
よ
り
幅
広

い
連
携
も
視
野
に
入
れ
た
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
市
民
の
皆
様
が
「
チ
ー
ム
西

条
」
と
し
て
「
西
条
の
元
気
ア
ッ
プ
」
に
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
改
め
て
、
皆

様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
歴
史
的
な
円
高
の
進
行
や
海
外
経
済

の
減
速
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の
見
直
し
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

の
是
非
な
ど
、
地
域
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
が
不
透
明

な
中
、
当
市
に
お
い
て
も
、
財
政
面
で
の
一
層
の
厳
し

さ
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
も
、

当
市
の
恵
ま
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
か
し
、
知
恵
と
工

夫
を
も
っ
て
「
人
、
も
の
、
情
報
が
集
う
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
戦
略
の

も
と
、
地
域
経
済
の
持
続
的
発
展
、
市
民
の
安
全
・
安

心
の
確
保
、
働
く
女
性
と
子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど
に
、

ス
ピ
ー
ド
感
と
さ
ら
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
姿
勢
を
も
っ

て
取
り
組
み
「
人
が
つ
ど
い
、
ま
ち
が
輝
く
、
快
適
環

境
実
感
都
市
」
の
実
現
に
つ
な
げ
て
ま
い
る
決
意
で
す
。

　

本
年
も
、
ど
う
か
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
24
年
の
初

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
市
議
会
の
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
皆
様
方
の
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
ギ
リ
シ
ャ
に

端
を
発
し
た
欧
州
債
務
危
機
や
原
油
価
格
の
高
騰
、
新

興
国
の
イ
ン
フ
レ
懸
念
等
の
影
響
を
受
け
、
急
速
な
円

高
や
株
価
の
低
迷
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
な
ど
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
当
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
未
来
都

市
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
西
条
農
業
革
新
都
市
」
の

事
業
推
進
を
は
じ
め
、
産
業
振
興
を
主
軸
と
す
る
種
々

の
政
策
を
展
開
し
、
着
実
に
市
勢
の
進
展
を
見
て
お
り

ま
す
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
解
決
す
べ
き
課
題
も
あ
り
、

議
会
と
議
員
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
責
務
の
重
要
性
は
、

ま
す
ま
す
増
大
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
特
に
、
新
庁
舎
の
建
設
、

水
に
関
す
る
問
題
、
重
点
港
湾
に
選
定
さ
れ
た
東
予
港

の
港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
執
行
部
と
一
丸
と
な
っ
て
鋭
意
審
議
を
重
ね

る
と
と
も
に
、
昨
年
11
月
に
は
、
市
が
取
り
組
む
べ
き

課
題
や
そ
の
解
決
に
向
け
た
政
策
等
に
つ
い
て
、
会
派

別
に
理
事
者
に
対
し
提
言
を
行
う
な
ど
、
市
議
会
の
更

な
る
活
性
化
に
向
け
、
新
た
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
未

曾
有
の
大
規
模
災
害
と
し
て
被
災
地
の
み
な
ら
ず
、
私

た
ち
国
民
一
人
一
人
の
心
の
中
に
も
大
き
な
つ
め
跡
を

残
し
ま
し
た
。
復
興
へ
の
道
の
り
は
険
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
困
難
な
事
態
に
際
し
て
は
、
そ
の
直

後
か
ら
市
内
全
域
よ
り
救
援
物
資
や
義
援
金
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
、
温
か
い
支
援
の
手
が
さ
し
の
べ
ら
れ
、
人

と
人
、
地
域
と
地
域
、
心
と
心
の
絆
が
い
か
に
強
い
も

の
で
あ
る
か
を
改
め
て
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
絆
は
先
人
の
か
た
が
た
に
よ
り
今
日
ま
で
長
い
時

を
か
け
て
結
び
、
育
ん
で
こ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ

の
絆
こ
そ
が
私
た
ち
ふ
る
さ
と
西
条
の
最
大
の
財
産
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
議
会
運
営
を
担
う
に
あ
た
り
、
こ
の
絆
を
大

切
に
し
、
市
民
の
皆
様
の
議
会
と
し
て
常
に
皆
様
の
声

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
議
会
の
果
た
す
役
割
を
自
覚
し
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
最
善
の
努
力

を
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
一
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て

ご
健
勝
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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　迅速な被災地支援
　３月11日に発生した東北地方太
平洋沖地震。
　西条市は被災者救援のための緊
急消防援助隊を派遣し、市民の皆
さまからも募金や救援物資にご協
力いただき、迅速な人的・物的支
援を行いました。また、支援職員
の派遣を行うほか、今後の防災対
策への取り組みに生かすべく職員
による視察も行いました。

１
月
26
日　

全
国
市
長
会
・
経
済
委
員
会
（
東
京
都
）

２
月
17
日　

東
予
港
整
備
に
係
る
財
務
省
要
望
（
東
京
都
）

　
　

18
日　

愛
媛
県
・
市
町
連
携
政
策
会
議
（
松
山
市
）

４
月
26
日　

愛
媛
県
市
長
会
春
期
会
議
（
西
条
市
）

５
月
10
日　

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
・
組
織
財
務
委
員
会
・

　
　
　
　

都
道
府
県
幹
事
会
合
同
会
議
（
東
京
都
）

　
　

13
日　

第
１
３
０
回
四
国
市
長
会
議
（
香
南
市
）

　
　

17
日　

全
国
治
水
砂
防
協
会
第
１
回
理
事
会
（
東
京
都
）

　
　

19
日　

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
通
常
総
会
（
東
京
都
）

６
月
１
日　

愛
媛
県
・
市
町
連
携
政
策
会
議
（
松
山
市
）

　
　

８
日　

全
国
市
長
会
・
経
済
委
員
会
（
東
京
都
）

　
　

８
日　

地
域
経
済
活
性
化
全
国
協
議
会
役
員
会
・
総
会
（
東
京
都
）

　
　

21
〜
22
日　

東
北
地
方
被
災
地
視
察
（
宮
城
県
・
福
島
県
）

７
月
13
日　

全
国
市
長
会
・
経
済
委
員
会
（
東
京
都
）

８
月
３
日　

え
ひ
め
東
京
ブ
ラ
ン
チ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
意
見
交
換
会
（
東
京
都
）

　
　

８
日　

愛
媛
県
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
導
入
促
進
期
成
同
盟
会
に
よ
る

　
　
　
　

池
口
国
土
交
通
副
大
臣
、
政
務
三
役
な
ど
へ
の
要
望
活
動
（
東
京
都
）

　
　

22
日　

国
道
１
９
４
号
利
用
促
進
同
盟
会
に
よ
る
四
国
地
方
整
備
局
へ
の

　
　
　
　

要
望
活
動
（
高
松
市
）

　
　

24
日　

西
条
農
業
革
新
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
出
表
明
調
印
式
（
松
山
市
）

　
　

31
日　

自
民
党
愛
媛
県
連
・
知
事
と
の
意
見
交
換
会
（
新
居
浜
市
）

９
月
15
日　

愛
媛
県
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
導
入
促
進
期
成
同
盟
会
の
Ｊ
Ｒ

　
　
　
　

四
国
へ
の
要
望
活
動
（
高
松
市
）

　
　

25
〜
29
日　

西
条
市
訪
中
代
表
団
と
し
て
中
国
を
訪
問
（
中
国
）

10
月
５
日　

明
日
の
四
国
づ
く
り
を
考
え
る
市
町
村
長
の
会
（
梼
原
町
）

　
　

13
日　

グ
レ
ー
タ
ー
東
大
塾
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演
（
東
京
都
）

　
　

24
日　

全
国
治
水
砂
防
協
会
四
国
地
区
支
部
長
会
議
（
徳
島
市
）

11
月
10
日　

え
ひ
め
産
業
立
地
フ
ェ
ア
２
０
１
１
in
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
（
大
阪
市
）

　
　

15
日　

西
条
市
生
涯
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
意
見
交
換
会
（
西
条
市
）

　
　

16
〜
17
日　

全
国
市
長
会
（
東
京
都
）

12
月
２
日　

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
フ
ェ
ア
２
０
１
１
で
基
調
講
演
（
千
葉
市
）

26
日　

12
歳
教
育
推
進
事
業
が
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
の
消
防
科
学
総

　
　

合
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞
を
受
賞

29
日　

民
主
党
岡
田
幹
事
長
が
東
予
港
（
西
条
地
区
）
を
視
察

29
日　

第
３
回
千
の
風
サ
ミ
ッ
ト
in
西
条

９
日　

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
長
友
佑
都
選
手
に
西
条
市
特
別
賞

10
日　

第
３
回
子
ど
も
防
災
サ
ミ
ッ
ト
（
平
成
22
年
度
）

13
日　

市
民
の
森
「
梅
ま
つ
り
」

14
日
〜　

吉
備
国
際
大
学
硬
式
野
球
部
を
皮
切
り
に
、
11
チ
ー
ム
が
市

　
　

内
で
春
季
合
宿

18
日　

東
京
大
学
大
学
院
安
藤
直
人
教
授
に
よ
る
木
造
ユ
ニ
ッ
ト
工
法

　
　

シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催

18
日　

関
西
圏
を
対
象
に
西
条
素
材
試
食
会

５
日　

今
泉
守
正
サ
ッ
カ
ー
教
室

５
日　

大
阪
交
響
楽
団
Ｌ
ｅ
ｔ
’ｓ
ダ
ン
シ
ン
グ

５
〜
６
日　

椿
一
輪
展

７
日　

日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
米
倉
弘
昌
会
長
）
の
未
来
都
市
モ
デ

　
　

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
証
地
域
に
選
定

11
日　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
（
東
日
本
大
震
災
）

14
日　

東
日
本
大
震
災
被
災
者
救
援
の
た
め
緊
急
消
防
援
助
隊
を
派
遣

19
〜
28
日　

高
校
生
海
外
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
（
米
国
）

20
日　

福
島
県
相
馬
市
へ
の
緊
急
支
援
物
資
第
１
便
が
出
発

25
日　

宝
来
団
地
入
居
開
始

26
日　

市
原
ド
リ
ー
ム
ズ
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

８
日　

岩
手
県
大
槌
町
へ
の
緊
急
支
援
物
資
第
１
便
が
出
発

23
日　

小
松
中
央
公
園
で
愛
媛
県
植
樹
祭

25
日　

40
名
の
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱

28
日　

40
名
の
環
境
指
導
員
を
委
嘱

29
日　

第
11
回
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
第
７
回
健
康
ふ
れ
愛
＆

　
　

福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

３
日　

四
国
の
祭
り
２
０
１
１
（
高
松
市
）
に
、
だ
ん
じ
り
５
台
出
場

８
日　

宝
塚
歌
劇
雪
組
全
国
ツ
ア
ー
西
条
公
演

15
日　

石
鎚
山
系
元
気
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

23
〜
28
日　

フ
エ
市
防
災
教
育
支
援
事
業
の
開
始
に
あ
た
り
、
大
越
副

　
　

市
長
ら
職
員
が
フ
エ
市
を
訪
問

30
日　

Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
で
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
お
披
露
目
式

３
日　

第
１
回
西
条
農
業
革
新
都
市
地
域
協
議
会
を
開
催

12
日　

第
11
回
西
条
市
立
て
干
し
網

２月３月４月６月 ５月

８
〜
17
日　

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
市
内
の
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
柿
フ
ェ
ア
で

　
　

市
特
産
の
あ
た
ご
柿
や
あ
ん
ぽ
柿
を
Ｐ
Ｒ

９
日　

12
歳
教
育
推
進
事
業
が
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
で
大
賞
を
受
賞

19
日　

玉
津
校
区
連
合
自
治
会
と
今
治
造
船
㈱
西
条
工
場
が
災
害
応
援

　
　

協
定
締
結

１月

　ぼうさい甲子園で
　ぼうさい大賞受賞
　　　　　　　（１月９日）

　防災教育に関する優れた取
り組み事例として、毎日新聞
社等が主催するぼうさい甲子
園で小学生部門の「ぼうさい
大賞」を受賞しました。
　表彰式には代表児童らが出
席し、自分たちの取り組み内
容を発表しました。

▲アグリビジネス創出フェア2011にて市長が基調講演
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12月２日）

　全国の研究機関が農林水産に関する最新の技術を持ち寄り産学官の
連携促進をめざす同フェアで「地域の特性を活かした西条市のまちづ
くり～農業革新都市の実現に向けて～」と題して、当市の総合６次産
業化に向けた取り組み事例や、企業・農業関係者・行政が協同で取り
組む西条農業革新都市プロジェクトについて講演を行いました。

▲グレーター東大塾で
　市長が講演
　　　　　　　（10月13日）

　東京大学卒業生などを対象
とする国際的なリーダー育成
をめざした教養プログラムの
一環であるグレーター東大塾
で「地方都市からの情報発信
『地産外商』」と題して、地
域資源を活かした産業振興、
官学連携、木製都市構想など
の西条市のまちづくりや地方
からの提言について講演を行
いました。

　防災まちづくり大賞
　消防科学総合センタ
　ー理事長賞受賞
　　　　　　　（１月26日）

　災害に強いまちづくりに取
り組むほかの自治体等の参考
になる事例として、消防科学
総合センター等が主催する防
災まちづくり大賞の一般部門
で「消防科学総合センター理
事長賞」を受賞しました。

12歳教育が日本・世界で高評価

　

ベトナム・フエ市で西条の12歳教育を展開（５月～）　
　平成17年から防災を通じて交流を重ねてきたベトナム国フエ市で、
ＪＩＣＡ（国際協力機構）の「草の根技術協力」として、西条市の12
歳教育を紹介しフエ市に合った防災教育プログラムを開発・実践する
３年間の事業を開始しました。

　12歳に焦点を当てた防災教育は、地域防災の担い手づくりの先進的
事例として国連の防災優良事例集で取り上げられるなど、スタートか
ら６年、国内外で高く評価されています。

未来都市モデルプロジェクト
「西条農業革新都市」始動！

　日本経済団体連合会が全国11の地域で推進する未来都市モデルプロジェクトの
先進農業に関するプロジェクトとして、西条市が実証地域に選ばれました。

主
な
行
動
記
録

主
な
出
来
事

　西条農業革新都市進出表明調印式（８月24日）
　中村知事と中村芳夫日本経済団体連合会副会長立会のもと、プロジェクトを
主導する住友化学（会長・米倉弘昌日本経団連会長）と当市が、双方が協力し
て取り組んでいくことを確認し、愛媛県庁にて進出表明調印式を行いました。

　地域協議会
　市内ＪＡや農業委員会、地元企
業などがメンバーとなり、地域と
企業が連携して行う新しい農業モ
デルの構築についてそれぞれの視
点から協議を重ねています。

　株式会社サンライズファーム西条開所式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11月９日）

　経団連関係企業や市内ＪＡ、㈱西条産業情報支援センターな
どが出資して、当プロジェクトを推進する新会社の農場を神戸
地区に開所し、レタスを中心とした葉物野菜の栽培がスタート
しました。

戦後最大の被害「東日本大震災」戦後最大の被害「東日本大震災」
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　迅速な被災地支援
　３月11日に発生した東北地方太
平洋沖地震。
　西条市は被災者救援のための緊
急消防援助隊を派遣し、市民の皆
さまからも募金や救援物資にご協
力いただき、迅速な人的・物的支
援を行いました。また、支援職員
の派遣を行うほか、今後の防災対
策への取り組みに生かすべく職員
による視察も行いました。

１
月
26
日　

全
国
市
長
会
・
経
済
委
員
会
（
東
京
都
）

２
月
17
日　

東
予
港
整
備
に
係
る
財
務
省
要
望
（
東
京
都
）

　
　

18
日　

愛
媛
県
・
市
町
連
携
政
策
会
議
（
松
山
市
）

４
月
26
日　

愛
媛
県
市
長
会
春
期
会
議
（
西
条
市
）

５
月
10
日　

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
・
組
織
財
務
委
員
会
・

　
　
　
　

都
道
府
県
幹
事
会
合
同
会
議
（
東
京
都
）

　
　

13
日　

第
１
３
０
回
四
国
市
長
会
議
（
香
南
市
）

　
　

17
日　

全
国
治
水
砂
防
協
会
第
１
回
理
事
会
（
東
京
都
）

　
　

19
日　

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
通
常
総
会
（
東
京
都
）

６
月
１
日　

愛
媛
県
・
市
町
連
携
政
策
会
議
（
松
山
市
）

　
　

８
日　

全
国
市
長
会
・
経
済
委
員
会
（
東
京
都
）

　
　

８
日　

地
域
経
済
活
性
化
全
国
協
議
会
役
員
会
・
総
会
（
東
京
都
）

　
　

21
〜
22
日　

東
北
地
方
被
災
地
視
察
（
宮
城
県
・
福
島
県
）

７
月
13
日　

全
国
市
長
会
・
経
済
委
員
会
（
東
京
都
）

８
月
３
日　

え
ひ
め
東
京
ブ
ラ
ン
チ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
意
見
交
換
会
（
東
京
都
）

　
　

８
日　

愛
媛
県
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
導
入
促
進
期
成
同
盟
会
に
よ
る

　
　
　
　

池
口
国
土
交
通
副
大
臣
、
政
務
三
役
な
ど
へ
の
要
望
活
動
（
東
京
都
）

　
　

22
日　

国
道
１
９
４
号
利
用
促
進
同
盟
会
に
よ
る
四
国
地
方
整
備
局
へ
の

　
　
　
　

要
望
活
動
（
高
松
市
）

　
　

24
日　

西
条
農
業
革
新
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
出
表
明
調
印
式
（
松
山
市
）

　
　

31
日　

自
民
党
愛
媛
県
連
・
知
事
と
の
意
見
交
換
会
（
新
居
浜
市
）

９
月
15
日　

愛
媛
県
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
導
入
促
進
期
成
同
盟
会
の
Ｊ
Ｒ

　
　
　
　

四
国
へ
の
要
望
活
動
（
高
松
市
）

　
　

25
〜
29
日　

西
条
市
訪
中
代
表
団
と
し
て
中
国
を
訪
問
（
中
国
）

10
月
５
日　

明
日
の
四
国
づ
く
り
を
考
え
る
市
町
村
長
の
会
（
梼
原
町
）

　
　

13
日　

グ
レ
ー
タ
ー
東
大
塾
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演
（
東
京
都
）

　
　

24
日　

全
国
治
水
砂
防
協
会
四
国
地
区
支
部
長
会
議
（
徳
島
市
）

11
月
10
日　

え
ひ
め
産
業
立
地
フ
ェ
ア
２
０
１
１
in
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
（
大
阪
市
）

　
　

15
日　

西
条
市
生
涯
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
意
見
交
換
会
（
西
条
市
）

　
　

16
〜
17
日　

全
国
市
長
会
（
東
京
都
）

12
月
２
日　

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
フ
ェ
ア
２
０
１
１
で
基
調
講
演
（
千
葉
市
）

26
日　

12
歳
教
育
推
進
事
業
が
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
の
消
防
科
学
総

　
　

合
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞
を
受
賞

29
日　

民
主
党
岡
田
幹
事
長
が
東
予
港
（
西
条
地
区
）
を
視
察

29
日　

第
３
回
千
の
風
サ
ミ
ッ
ト
in
西
条

９
日　

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
長
友
佑
都
選
手
に
西
条
市
特
別
賞

10
日　

第
３
回
子
ど
も
防
災
サ
ミ
ッ
ト
（
平
成
22
年
度
）

13
日　

市
民
の
森
「
梅
ま
つ
り
」

14
日
〜　

吉
備
国
際
大
学
硬
式
野
球
部
を
皮
切
り
に
、
11
チ
ー
ム
が
市

　
　

内
で
春
季
合
宿

18
日　

東
京
大
学
大
学
院
安
藤
直
人
教
授
に
よ
る
木
造
ユ
ニ
ッ
ト
工
法

　
　

シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催

18
日　

関
西
圏
を
対
象
に
西
条
素
材
試
食
会

５
日　

今
泉
守
正
サ
ッ
カ
ー
教
室

５
日　

大
阪
交
響
楽
団
Ｌ
ｅ
ｔ
’ｓ
ダ
ン
シ
ン
グ

５
〜
６
日　

椿
一
輪
展

７
日　

日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
米
倉
弘
昌
会
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）
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未
来
都
市
モ
デ
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
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証
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域
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北
地
方
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平
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日
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＆
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台
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催

12
日　

第
11
回
西
条
市
立
て
干
し
網

２月３月４月６月 ５月
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Ｏ
Ｋ
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Ｒ

９
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定
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結
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　ぼうさい甲子園で
　ぼうさい大賞受賞
　　　　　　　（１月９日）

　防災教育に関する優れた取
り組み事例として、毎日新聞
社等が主催するぼうさい甲子
園で小学生部門の「ぼうさい
大賞」を受賞しました。
　表彰式には代表児童らが出
席し、自分たちの取り組み内
容を発表しました。

▲アグリビジネス創出フェア2011にて市長が基調講演
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12月２日）

　全国の研究機関が農林水産に関する最新の技術を持ち寄り産学官の
連携促進をめざす同フェアで「地域の特性を活かした西条市のまちづ
くり～農業革新都市の実現に向けて～」と題して、当市の総合６次産
業化に向けた取り組み事例や、企業・農業関係者・行政が協同で取り
組む西条農業革新都市プロジェクトについて講演を行いました。

▲グレーター東大塾で
　市長が講演
　　　　　　　（10月13日）

　東京大学卒業生などを対象
とする国際的なリーダー育成
をめざした教養プログラムの
一環であるグレーター東大塾
で「地方都市からの情報発信
『地産外商』」と題して、地
域資源を活かした産業振興、
官学連携、木製都市構想など
の西条市のまちづくりや地方
からの提言について講演を行
いました。

　防災まちづくり大賞
　消防科学総合センタ
　ー理事長賞受賞
　　　　　　　（１月26日）

　災害に強いまちづくりに取
り組むほかの自治体等の参考
になる事例として、消防科学
総合センター等が主催する防
災まちづくり大賞の一般部門
で「消防科学総合センター理
事長賞」を受賞しました。

12歳教育が日本・世界で高評価

　

ベトナム・フエ市で西条の12歳教育を展開（５月～）　
　平成17年から防災を通じて交流を重ねてきたベトナム国フエ市で、
ＪＩＣＡ（国際協力機構）の「草の根技術協力」として、西条市の12
歳教育を紹介しフエ市に合った防災教育プログラムを開発・実践する
３年間の事業を開始しました。

　12歳に焦点を当てた防災教育は、地域防災の担い手づくりの先進的
事例として国連の防災優良事例集で取り上げられるなど、スタートか
ら６年、国内外で高く評価されています。

未来都市モデルプロジェクト
「西条農業革新都市」始動！

　日本経済団体連合会が全国11の地域で推進する未来都市モデルプロジェクトの
先進農業に関するプロジェクトとして、西条市が実証地域に選ばれました。

主
な
行
動
記
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主
な
出
来
事

　西条農業革新都市進出表明調印式（８月24日）
　中村知事と中村芳夫日本経済団体連合会副会長立会のもと、プロジェクトを
主導する住友化学（会長・米倉弘昌日本経団連会長）と当市が、双方が協力し
て取り組んでいくことを確認し、愛媛県庁にて進出表明調印式を行いました。

　地域協議会
　市内ＪＡや農業委員会、地元企
業などがメンバーとなり、地域と
企業が連携して行う新しい農業モ
デルの構築についてそれぞれの視
点から協議を重ねています。

　株式会社サンライズファーム西条開所式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11月９日）

　経団連関係企業や市内ＪＡ、㈱西条産業情報支援センターな
どが出資して、当プロジェクトを推進する新会社の農場を神戸
地区に開所し、レタスを中心とした葉物野菜の栽培がスタート
しました。

戦後最大の被害「東日本大震災」戦後最大の被害「東日本大震災」
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教
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ル
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石
鎚

　事業化へ―東予港港湾整備
　2010年８月に重点港湾として選定された東予港
（西条地区）の防波堤の整備が平成23年度に事業
化されました。市民の安全・安心な生活、企業の
安定操業に寄与するものであり、本年度は現地調
査や設計が行われます。
　１月29日には民主党の岡田克也幹事長（当時）
が西条市を訪れ、東予港や今治造船㈱西条工場の
視察で東予港における防波堤の整備が地元で頑張
る企業を支えることに賛意を示されました。　西条市防災士連絡協議会設立（７月30日）

　各地域の防災士が連携し、地域防災力を強化することを目的に、防
災士連絡協議会を設立し、会長に大町防災士会の村上善重郎氏を選任
しました。

　西条産品を広く発信
　日本野菜ソムリエ協会との「自治体
パートナー制度」の一環として、７月
８日に絹かわなすの魅力を首都圏の消
費者に発信するワークショップを開催
しました。また７月29日には同協会の
福井栄治理事長を迎え農業活性化に向
けたセミナーを開催するなど西条産品
の新たな地域ブランドの創出・販路開
拓に取り組んでいます。

　十河信二先生顕彰シンポジウム（９月24日）
　西条市にゆかりがあり「新幹線生みの親」として知られる十河信二
氏に関するシンポジウムを開催。ご遺族から市に寄贈された日本国有
鉄道関係史料の意義や十河氏の功績を広く発信しました。

　ウイングサポートセンター開所（11月１日）
　特別な支援を要する子どもが、必要な支援を得ながら自立し、地域
で豊かに生きていけるよう活動するウイングサポートセンターが開所
しました。

　西条市訪中代表団が中国
　・保定市などを訪問
　（９月25～29日・10月23～27日）
　西条市・保定市友好都市交流事業
の一環として、保定市をはじめ、大
連市、北京市を訪問し、友好関係を
深めるとともに、東日本大震災に起
因する風評被害の払しょく、地場産
品等の中国における市場開拓などの
調査を行いました。

　西条図書館の入館者
　100万人達成
　　　　　　　（８月27日）
　平成21年６月に開館した西
条図書館の来館者が100万人
を達成しました。

　フリーゲージトレイン
　お披露目式
　　　　　　　　　  　（５月30日）
　予讃線導入に向けて要望活動等に
取り組んでいたフリーゲージトレイ
ンの試験走行車両がＪＲ伊予西条駅
に初お目見えしました。
　フリーゲージトレインは新幹線が
在来線に直通運転することができる
よう車両の車輪幅を軌間に合わせて
自動的に変換する電車で、早期導入
への期待が高まっています。

　千の風サミットin西条（１月29日）
　名曲「千の風になって」のゆかりのまちである七飯町、新潟市、西
条市の３市町が一堂に会し、まちづくりへの意見交換と今後の情報発
信等における都市間協力の確認を行い、相互の連携を深めました。

　愛媛県植樹祭
　　　　　　　　　  （４月23日）
　小松中央公園で開催された愛媛
県植樹祭では、約300本の苗木が
植樹され、緑の少年団員によって
「郷土の緑や自然を守り育てる」
との力強い誓いの言葉が述べられ
ました。

６月

防波堤整備予定個所

500m
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た
方
を

　
　

保
護
し
た
関
屋
自
治
会
に
感
謝
状
を
贈
呈

15
日　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
漁
船
の
エ

　
　

ン
ジ
ン
を
提
供
し
た
㈱
大
力
に
感
謝
状
を
贈
呈

23
日　

窪
田
夕
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

24
日　

十
河
信
二
先
生
顕
彰
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

25
〜
29
日　

西
条
市
・
保
定
市
友
好
都
市
交
流
事
業
訪
中
団
派
遣（
第
１
班
）

１
日　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
環
境
美
化
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
よ
り

　
　

資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
を
禁
止

１
日　

高
野
進
陸
上
競
技
教
室

１
日　

金
子
み
す
ゞ
記
念
館
の
矢
崎
節
夫
館
長
と
女
優
小
林
綾
子
氏
を

　
　

講
師
に
西
条
市
文
化
講
演
会
開
催

14
日　

国
連
国
際
防
災
の
日
に
関
連
し
て
西
条
北
中
学
校
で
防
災
講
演

23
日　

第
10
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

23
〜
27
日　

西
条
市
・
保
定
市
友
好
都
市
交
流
事
業
訪
中
団
派
遣（
第
２
班
）

29
〜
30
日　

第
63
回
西
条
地
域
文
化
祭

１
日　

旧
大
町
公
民
館
を
改
修
し
、
ウ
イ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
所

６
日　

全
国
高
校
駅
伝
愛
媛
県
予
選
会

５
〜
６
日　

第
31
回
東
予
地
域
文
化
祭

６
日　

東
予
地
区
米
ま
つ
り
・
魚
ま
つ
り

６
日　

第
６
回
西
条
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

９
日　

未
来
都
市
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
西
条
農
業
革
新
都
市
」
を

　
　

推
進
す
る
㈱
サ
ン
ラ
イ
ズ
フ
ァ
ー
ム
西
条
の
農
場
開
所

12
〜
13
日　

第
54
回
西
条
市
産
業
祭

12
〜
13
日　

第
32
回
小
松
地
域
文
化
祭

19
〜
20
日　

東
予
高
校
３
年
の
藤
原
翔
太
君
が
第
11
回
高
校
生
も
の
づ

　
　

く
り
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
旋
盤
部
門
で
準
優
勝
。

23
日　

「
椿
」
・
千
年
の
森
づ
く
り
植
樹

27
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

４
日　

丹
原
町
産
業
ま
つ
り

４
日　

総
合
防
災
訓
練
（
東
消
防
署
管
内
）

11
日　

竹
俣
明
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

18
日　

宇
髙
菜
絵
柔
道
教
室

19
日　

第
２
回
子
ど
も
防
災
サ
ミ
ッ
ト
（
平
成
23
年
度
）

23
日　

佐
伯
美
香
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

25
日　

ス
ノ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
in
石
鎚

　事業化へ―東予港港湾整備
　2010年８月に重点港湾として選定された東予港
（西条地区）の防波堤の整備が平成23年度に事業
化されました。市民の安全・安心な生活、企業の
安定操業に寄与するものであり、本年度は現地調
査や設計が行われます。
　１月29日には民主党の岡田克也幹事長（当時）
が西条市を訪れ、東予港や今治造船㈱西条工場の
視察で東予港における防波堤の整備が地元で頑張
る企業を支えることに賛意を示されました。　西条市防災士連絡協議会設立（７月30日）

　各地域の防災士が連携し、地域防災力を強化することを目的に、防
災士連絡協議会を設立し、会長に大町防災士会の村上善重郎氏を選任
しました。

　西条産品を広く発信
　日本野菜ソムリエ協会との「自治体
パートナー制度」の一環として、７月
８日に絹かわなすの魅力を首都圏の消
費者に発信するワークショップを開催
しました。また７月29日には同協会の
福井栄治理事長を迎え農業活性化に向
けたセミナーを開催するなど西条産品
の新たな地域ブランドの創出・販路開
拓に取り組んでいます。

　十河信二先生顕彰シンポジウム（９月24日）
　西条市にゆかりがあり「新幹線生みの親」として知られる十河信二
氏に関するシンポジウムを開催。ご遺族から市に寄贈された日本国有
鉄道関係史料の意義や十河氏の功績を広く発信しました。

　ウイングサポートセンター開所（11月１日）
　特別な支援を要する子どもが、必要な支援を得ながら自立し、地域
で豊かに生きていけるよう活動するウイングサポートセンターが開所
しました。

　西条市訪中代表団が中国
　・保定市などを訪問
　（９月25～29日・10月23～27日）
　西条市・保定市友好都市交流事業
の一環として、保定市をはじめ、大
連市、北京市を訪問し、友好関係を
深めるとともに、東日本大震災に起
因する風評被害の払しょく、地場産
品等の中国における市場開拓などの
調査を行いました。

　西条図書館の入館者
　100万人達成
　　　　　　　（８月27日）
　平成21年６月に開館した西
条図書館の来館者が100万人
を達成しました。

　フリーゲージトレイン
　お披露目式
　　　　　　　　　  　（５月30日）
　予讃線導入に向けて要望活動等に
取り組んでいたフリーゲージトレイ
ンの試験走行車両がＪＲ伊予西条駅
に初お目見えしました。
　フリーゲージトレインは新幹線が
在来線に直通運転することができる
よう車両の車輪幅を軌間に合わせて
自動的に変換する電車で、早期導入
への期待が高まっています。

　千の風サミットin西条（１月29日）
　名曲「千の風になって」のゆかりのまちである七飯町、新潟市、西
条市の３市町が一堂に会し、まちづくりへの意見交換と今後の情報発
信等における都市間協力の確認を行い、相互の連携を深めました。

　愛媛県植樹祭
　　　　　　　　　  （４月23日）
　小松中央公園で開催された愛媛
県植樹祭では、約300本の苗木が
植樹され、緑の少年団員によって
「郷土の緑や自然を守り育てる」
との力強い誓いの言葉が述べられ
ました。

６月

防波堤整備予定個所

500m
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昭和29年から41年余の長きにわたり、
消防団業務に精励され、この間飯岡分
団長等の要職を歴任されるなど、豊か
な消防精神をもって住民の安全確保に
多大な貢献をされました。

昭和63年から保護司として職務に精励
され、その間西条地区保護司会第１分
区長等の要職を歴任されるなど、更生
保護活動の伸展および地区保護司会の
発展に多大な貢献をされています。

昭和32年から42年余の長きにわたり、
消防団業務に精励され、この間多賀分
団長等の要職を歴任されるなど、豊か
な消防精神をもって住民の安全確保に
多大な貢献をされました。

加藤誠也氏
（朔日市）

長年にわたり、保護司として職務に
精励され、更生保護活動の伸展と地
区保護司会の発展に多大な貢献をさ
れています。

更生保護功労

佐伯由貴惠氏
（小松町妙口）

昭和61年から24年の長きにわたり、
民生・児童委員として地域福祉の向
上に尽力されました。

民生委員・
児童委員功労

松木歳子氏
（河原津）

昭和45年から41年の長きにわたり、
母子寡婦福祉活動に取り組まれ、地
域福祉の向上に尽力されました。

社会福祉事業
功労

志賀　敏氏
（丹原町田野上方）

昭和22年から63年の長きにわたり、
英霊顕彰の高揚に努められ、戦没者
遺族の福祉向上に尽力されています。

援護事業功労

越智繁樹氏
（丹原町高知）

昭和45年臨床検査技師免許を取得後、
愛媛県臨床検査技師会副会長などを
務め、臨床検査の重要性を訴える啓
発活動に精励されています。

臨床衛生検査
業務功労

河野弘俊氏
（北条）

長年にわたり、保護司として職務に
精励され、更生保護活動の伸展と地
区保護司会の発展に多大な貢献をさ
れています。

更生保護功労

市
議
会

11
月
臨
時
会

　

市
議
会
11
月
臨
時
会
が
22
日
に
開
催

さ
れ
、
次
の
条
例
案
・
補
正
予
算
案
な

ど
が
上
程
さ
れ
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

西
条
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
９
月
30
日
の
人
事
院
勧
告

に
基
づ
き
、
西
条
市
一
般
職
職
員
の
給

与
を
改
定
す
る
た
め
、
所
要
の
条
例
改

正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
回
）

【
災
害
復
旧
】

○
平
成
23
年
発
生
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

７
億
５
２
３
万
円

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
額

　
　
　
　
　
　

４
３
７
億
９
３
１
万
円
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周布公民館（優良公民館表彰）
　各種公民館活動において、特に事業内容・方法等に工
夫をこらし、地域住民の学習活動に大きく貢献している
公民館として、文部科学大臣が表彰する「平成23年度優
良公民館」に周布公民館が選ばれ、11月18日、文部科学
省において表彰状が授与されました。
　周布公民館は、地域資源を活用した事業や地域の子ど
もは地域で育てるとの思いを生かした事業を行うなど、
公民館が中核となり、学校・家庭・地域が連携し、地域
一体となった取り組みを行っています。

３位

８位

５位

防火ポスター
優秀作品発表

■西条市危険物安全協会長賞
○玉井愛笑（国安小学校）

■優秀賞
○藤原綺咲（西条小学校）
○安藤紗英（西条小学校）
○伊東志真（禎瑞小学校）
○横内拓海（庄内小学校）
○佐伯和奏（田野小学校）
○藤原　望（石根小学校）
　
　　  　　

▲

玉井愛笑さんの作品

　西条市消防本部と西条市危険物安全協会では、秋季全
国火災予防運動行事の一環として、防火ポスターを募集
したところ、市内の小学４年生118人から応募がありま
した。
　審査の結果、次の方々が受賞されました。（敬称略）

「障害者週間」記念標語
優秀作品発表

■最優秀賞
○村上　縁（丹原小５年）
　助け合い　つながる心
　みんなが笑顔
■優秀賞
○大澤和樹（西条小５年）
　広げよう　助け合いの輪　
　あたためよう　心の輪
○野田靖人（壬生川小６年）
　つえがわり　
　そっとさしだす　ぼくの肩　
○武田奈々（小松小６年）
　思いやり　遠い心を
　近くする

　障害者週間（12月３日～９日）にちなみ、障害者福祉や
ボランティア活動をテーマにした標語を市内の小学５・６
年生から募集したところ、2032点の応募がありました。
　審査の結果、次
の方々が受賞され
ました。（敬称略）

■入選　
　汐崎　空（西条小５年）
　星加怜央（神拝小５年）
　渡邊真由（西条小６年）
　近藤　匠（吉井小５年）
■特別賞　
　藤原野乃果（橘小６年）　
　白石瑞穂（神拝小６年）
　福島のどか（大町小６年）
　丹　悠人（氷見小５年）
　内藤龍哉（三芳小６年）
　豊田　廉（楠河小６年）
　桐野みづほ（田野小６年）
　橋本美由（石根小６年）

一色陽輔

久保扶実

全国障害者スポーツ大会
ご活躍おめでとうございます

　第11回全国障害者スポーツ大会が、10月22日から24日
の３日間山口県で開催され、愛媛県選手団として当市か
ら２名の選手が参加しました。
　成績は次のとおりです。

卓球

成　績

フライングディスク
アキュラシーディスリート・５

競　技　種　目

フライングディスク　
ディスタンス　メンズスタンディング

氏　名

農業革新都市推進室を設置しました
　日本経済団体連合会から指定を受けた未来都市モデルプロジェクト「西条農業革新都市」の実現に向けた
各種事業を積極的に推進するため、12月１日付で企画情報部内に「農業革新都市推進室」を設置しました。
　■問合せ　市庁舎本館　農業革新都市推進室　℡０８９７－５２－１２８０

農業革新都市推進室を設置しました
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大
雨
が
多
く
、
毎
年
風
水
害
に
悩
ま
さ

れ
る
フ
エ
市
は
、
平
成
11
年
に
大
洪
水
で

多
く
の
犠
牲
を
出
し
、
経
済
的
に
も
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府

は
災
害
に
関
し
て
、
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
政
策
に
加
え
、
最
近
で
は
「
教
育

・
訓
練
」
に
よ
る
対
策
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
西
条
市
は
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き

た
防
災
教
育
の
経
験
が
、
地
形
の
似
た
フ

エ
市
で
役
に
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
ま
ず
は
お
互
い
を
知
る
こ
と
か
ら

　

５
月
、
大
越
副
市
長
ら
６
名
の
職
員
が

フ
エ
市
を
訪
れ
、
事
業
開
始
に
向
け
た
協

議
会
を
開
催
。
フ
エ
市
人
民
委
員
会
、
フ

エ
市
教
育
訓
練
局
、
フ
エ
市
国
際
協
力
セ

ン
タ
ー
、
防
災
教
育
の
モ
デ
ル
校
と
な
る

2
つ
の
中
学
校
、
フ
エ
農
林
大
学
が
参
加

し
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
時

に
現
地
の
実
情
に
合
わ
せ
た
効
果
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
を
し
て
い
く
た
め
、
市

内
、
中
学
校
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
、
フ
エ
市
の
タ
イ
ン
副
市
長
と
防

災
や
教
育
の
関
係
者
の
５
名
が
当
市
を
訪

問
、
12
歳
教
育
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ

る
子
ど
も
防
災
キ
ャ
ン
プ
を
体
験
し
、
学

校
関
係
者
と
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

■
実
践
！
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

８
月
末
、
12
歳
教
育
実
行
委
員
会
の
教

員
を
は
じ
め
と
す
る
10
名
の
関
係
者
が
フ

エ
市
を
訪
問
し
、
モ
デ
ル
校
で
防
災
の
視

点
で
町
の
中
に
あ
る
危
険
な
も
の
や
、
防

災
に
役
に
立
つ
も
の
を
探
し
て
歩
く
タ
ウ

ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
歩
き
後
に
は
、
地
域
の
危
険
な
場
所

な
ど
を
ま
と
め
た
地
図
を
作
り
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
発
表
会
を
開
催
。
ベ
ト
ナ
ム
の

学
校
で
は
、
参
加
体
験
型
の
授
業
は
珍
し

く
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
ク
ラ
ブ
結
成
、
新
た
な
取
り
組
み
も

　

９
月
に
は
モ
デ
ル
校
で
防
災
教
育
ク
ラ

ブ
が
結
成
さ
れ
、
12
歳
教
育
を
参
考
に

し
な
が
ら
フ
エ
市
版
防
災
教
育
が
展
開
さ

れ
て
い
く
予
定
で
す
。
最
初
の
活
動
と
し

て
、
10
月
か
ら
12
月
の
雨
季
に
『
雨
季
日

記
』
と
い
う
観
察
日
記
が
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
雨
季
の
生
活
状
況
を
把

握
し
、
防
災
の
視
点
で
生
活
を
見
直
す
こ

と
に
よ
り
生
徒
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
現
地
の
要
望
で
水
泳
の
機
会
を
提

供
し
、
緊
急
時
に
役
立
つ
着
衣
水
泳
な
ど

を
教
え
る
水
泳
教
室
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

■
２
年
目
へ
向
け
て

　

今
後
は
、
初
年
度
の
結
果
を
ふ
ま
え
、

現
地
と
情
報
や
経
験
を
共
有
し
な
が
ら
、

フ
エ
市
の
関
係
者
が
主
体
と
な
り
継
続
的

に
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
体
系
を

築
い
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
事
業
を
契
機
と
し
て
、
産
業
・
経

済
な
ど
多
分
野
に
わ
た
る
交
流
へ
と
繋
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
西
条
・
フ
エ
両
市
の
さ

ら
な
る
連
携
・
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　　　　　ベトナム語で「新年明けましておめでとうございます」からスタートしてみま
した。ベトナムでは、新暦に基づいて日常生活が送られていますが、お正月をはじめとす
る大半の伝統行事は旧暦に従って行われています。今年の旧正月（テト）は、１月23日な
ので、今頃、新年を迎える準備で大忙しといったところでしょうか。ベトナム人はよく干
支の話題で盛り上がります。日本とベトナムでは、この干支の動物の顔ぶれが少し異なっ
ていて、昨年の干支は、日本では「うさぎ」でしたが、ベトナムでは「猫」になります。
今年の干支である「龍」は神聖な動物として、フエの王宮のシンボルともなっています。暦や干支など、日本と異なることはある
ものの、新年は家族一緒に迎え、家族の絆を深め、新しい年の幸せを願う気持ちは変わりません。今年もベトナムを通して出会う
新しい人・風景・時間・気持ちなど、お伝えしていければと思っています。　　フエ市防災教育支援事業コーディネーター　中村範子

王宮内の至る所にシンボルである龍が飾られている

フ
エ
市
防
災
教
育
支
援
事
業
の
１
年

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の
草
の
根
技
術
協
力
の
一
環
と
し
て
、
３
年
間
で
西
条
市
の

12
歳
教
育
を
ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
市
に
合
っ
た
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開
発
・
実
践
す
る

「
フ
エ
市
防
災
教
育
支
援
事
業
」
の
今
年
度
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

12
歳
教
育
を
ベ
ト
ナ
ム
へ―

　

交
流
・
実
践
・
新
た
な
一
歩　

地域の危険な場所などをまとめる地図作り

タウンウォッチングの様子
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○市庁舎本館市民税課市民税係　℡0897－52－1317　　　　　　○東予総合支所税務課税務係　℡0898－64－2700　内線121
○丹原総合支所総務課税務係　　℡0898－68－7300　内線214　 ○小松総合支所総務課税務係　℡0898－72－2111　内線114

　公的年金受給者を対象に、確定申告書の作成方法などを
アドバイスします。

※16歳以上19歳未満の特定扶養親族は、特定扶養控除の対象では
　なくなり、一般扶養控除に移行する。

●16歳未満の扶養親族に係る扶養控除（33万円）を廃止。
●16歳以上19歳未満の特定扶養親族に係る扶養控除の上
　乗せ分（12万円）を廃止し、控除額を33万円とする。

個人市県民税の扶養控除　変更点 同居特別障害者加算　変更点
　同居特別障害者で16歳未満の扶養親族
の場合は特別障害者控除（30万円）と同
居特別障害者控除（23万円）が適用され、
控除額が86万円から53万円となる。

▼ 個人市県民税の扶養控除　概要図 ▼

一般扶養控除
33万円

15歳0歳

一般
扶養控除
（※）
33万円

上乗せ分
12万円

16歳 18歳

特定
扶養控除
45万円

19歳 22歳 23歳

一般
扶養控除
33万円

69歳

老人
扶養控除
38万円

70歳

一般扶養控除
33万円

同居老親等加算
７万円

特別
障害者控除
30万円
一般

扶養控除
33万円
同居特別
障害者加算
23万円

障
害
者
控
除
扶
養
控
除

特別
障害者控除
30万円
一般

扶養控除
【廃止】

同居特別
障害者加算
23万円障

害
者
控
除
扶
養
控
除

▼ 同居特別障害者加算（16歳未満）▼
【改正前】

控除額：86万円
【改正後】

控除額：53万円

※同居特別障害者で16歳以上の扶養親族の場合は、
　各扶養控除に特別障害者控除（30万円）と同居
　特別障害者加算（23万円）が加わる。

公的年金等を受給されている皆さまへ
　平成23年の税制改正において、公的年金等の合計額が
400万円以下で、かつ、公的年金等以外の所得金額が20
万円以下の場合には、平成23年分から所得税の確定申告
の必要がなくなりました。
　この場合でも還付を受ける場合などには、従来どおり
税務署に確定申告をすることができます。
　なお、所得税の確定申告の必要がない場合でも、市へ
の市県民税申告は必要ですので、ご注意ください。

▼申告相談会の日時・場所

問合せ
　伊予西条税務署個人課税部門　℡0897－56―3292

※前年分をイータックスで申告した方で税務署から「お知
　らせはがき」がきた方は「お知らせはがき」（東予総合
　支所に来られる方のみ）をお持ちください。
※当日はかなりの混雑が予想されます。医療費控除の明細
　書や収支内訳書等は事前に作成してきてください。
　また、自動車でのご来場は、極力ご遠慮ください。
※当日は給与所得のある方、公的年金を受給されている方
　の申告相談を予定しておりますので、平成23年中に土地
　や株の譲渡があった方の申告相談は極力ご遠慮ください。

小松

地区 日　　時 場　　所

２月６日㈪ ９時～16時

丹原 ２月７日㈫ ９時～16時

東予 ２月８日㈬～10日㈮
９時～16時 東予総合支所３階

小松総合支所
２階ホール
丹原福祉センター
２階大会議室

▼申告相談会で必要な書類や用具
○確定申告書（ない場合は当日お渡しします）
○平成23年分の給与所得・公的年金等の源泉徴収票
※公的年金以外に収入のある方は、その所得の計算に必要
　な書類など。
○国民健康保険税などの支払金額が分かる書類
○国民年金保険料などの支払いを証明する書類
○生命保険料や地震保険料などの控除証明書
○医療費の領収書など、所得控除に必要な書類
○申告者名義の預貯金口座番号が分かるもの
○印章、筆記用具

問
合
せ
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▲

推
薦　

西
条
市
長
賞　

　

「
川
入
を
待
つ
」　

新
名
重
信
（
神
拝
甲
）

◇◆◇　入　選　◇◆◇

○池森　朔（氷見丙）　○伊藤克朗（新居浜市）○伊藤裕子（大町）

○井上　昭（松山市）　○上野登志（松山市）　○岡田孝広（喜多台）

○小松　功（飯岡）　　○近藤幸雄（新居浜市）○芝崎静雄（松山市）

○鈴木喜代子（大町）　○十亀貞子（飯岡）　　○高木綾子（禎瑞）

○武田勝英（今治市）　○田坂光司（福武甲）　○田中　繁（飯岡）

○津島志のぶ（禎瑞）　○日野　清（新居浜市）○廣瀬邦彦（愛知県）

○星加正一（樋之口）　○松岡貞武（宇和島市）○宮本博道（大町）

○柳生利博（新居浜市）

▲

特
選　

西
条
市
観
光
協
会
長
賞　

　

「
妙
技
披
露
」　

岡
田
義
雄
（
喜
多
台
）

▲

特
選　

西
条
祭
振
興
会
長
賞

　

「
太
鼓
台
か
き
比
べ
」

　

神
野
英
運
（
北
条
）

▲準特選　「雨の中でコスモスに見守られ」
　　　　　矢野匡昭（禎瑞）

▲準特選　「氏子に参加」　
　　　　　 津島次康（禎瑞）

▲準特選　「宮出し」
　　　　　 津島しのぶ（禎瑞）

市
内
外
か
ら
２
１
８
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）
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　西条市公民館フェスティバルは、舞台発表・作品展示・体験コーナーの３つの部門で構成されており、
市内29の公民館が一堂に会して開催します。皆さまのお越しを心よりお待ちしております。

※バザー・弁当販売はありません。昼食は各自でご準備ください。

主　催　西条市教育委員会、西条市公民館連絡協議会
問合せ　中央公民館　℡0898－65－4030

時間：10時～15時
場所：大ホール

　フラダンス、日本舞踊、大正琴、
銭太鼓、フォークダンス、太極拳
などのサークルの皆さんが日頃の
活動成果をステージで発表します。

時間：10時～16時
場所：小ホール

　押花、編み物、パッチワーク、陶芸、ステンドグラス、書道、
トールペイント、かずら細工、ちぎり絵、川柳、絵手紙、ボト
ルフラワー、洋画などのサークルの皆さんによる作品を展示し
ます。

時間：10時～15時
場所：ロビー

　看護師があなたの健康チェックを行います。お気軽にどうぞ！
【チェック項目】血圧測定・体脂肪測定・握力測定・腹囲測定

時間：10時～15時　　場所：ロビー・エントランスホール

ガラスの小物づくり。
フィルムをはり周りにリー
ド線をつけるとステンドグ
ラス風に仕上がります。

■体験時間　15分程度
■参 加 費　500円
■定　　員　先着50人

子どもから大人まで誰でも
できる室内で行う軽スポー
ツです。スタッフが優しく
お教えします。

■体験時間　８分程度
■参 加 費　無料
※時間内は常時受付
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を通し２個１組で竹ざおにつ
るし、運動場の仮設テントに
干します。全員のチームワー
クで、オレンジ色に輝く柿の
すだれが完成しました。
　その１週間後からは「おい
しくな～れ」と願いを込めて
毎日の手もみ作業が続きます。そして、ほぼ１カ月後には
きれいに渋が抜けて、飴色の甘い干し柿になりました。
　出来上がった干し柿は、毎年楽しみに待っている地域の
一人暮らしのお年寄りや徳田小学校の児童らにも贈られ、
笑顔の輪が大きく広がりました。
　小規模校ならではの地域に根ざした活動は、地元産品へ
の親しみを深め、また手先の器用さを身につけるなどの成
果を上げています。　

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048

親子の夢を乗せて大空へ
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　～ 東予凧の会 ～

　凧あげは、わが子の誕生祝いや五穀豊穣、商売繁盛、大
漁祈願などの願いや夢を込めて、江戸時代後期から新年の
遊びとして全国各地で親しまれてきました。
　そうした中、親子のふれあいや青少年の健全育成を目的
として、昭和62年に三芳地区で発足したのが「東予凧の会
(武田 功会長)」。凧に子どもの健康や夢を託した活動は、
今年で25年を迎えます。　
　設立当時は、大凧合戦で有名な五十崎町の凧作り名人の
指導を仰ぎ、凧に貼る紙に五十崎から取り寄せた松ヤニ入
りの雨風に強い和紙を使用したり、骨に地元の老人クラブ
の方に加工してもらった真竹を用いるなど、大変な苦労と
地域の応援により凧あげ大会開催にこぎつけたそうです。

　また河北中学校には、平成４年２月に少年式を迎えた当
時の２年生製作の「自覚・立志・健康」をテーマとした３
枚の見事な武者絵の大凧が、生徒たちの気概を表す象徴と
して現在も飾られています。
　今では会員の半数近くが指
導者となった「東予凧の会」。
毎年１月に東予運動公園で開
催されている西条市凧あげ大
会に向けた各公民館での親子
凧作り教室の指導だけでなく、
有名な静岡県浜松市や香川県
丸亀市などで開催される凧あ
げ大会に遠征して各地の代表
と交流を深めながら、さらに
その腕を磨いています。

工会小松支所も法螺貝の継承に力を入れており、毎年夏に
開催される小松町ふるさと祭りの行列では、法螺貝を吹く
白装束の集団が先頭役を担っています。その中には法螺貝
の吹き方を学び始めて３カ月の中学生も加わっています。
　また、昨年11月に成就社で開催された「石鎚山法螺奉納
大会」には、昼休み返上で毎日練習を重ねた中学生５人が
参加し、みごと西条市長賞に輝きました。さらに、小松中
学校の文化祭でも「小松タイム」で学ぶ全員が、伝統の法
螺貝の音を全校生徒と保護者の皆さんに披露しました。

伝統の法螺貝（ほらがい）の音
　　　 　　　　　　　　 ～ 地域文化を継承する中学生 ～

　小松中学校には、総合的な学習の時間に法螺貝の吹き方
を学ぶ「小松タイム」という授業があります。担当は村上
正人先生で生徒は男子ばかり22人。講師は西日本各地の催
しに招かれ法螺貝の音を披露したり、吹き方の指導を行っ
ている小松町新屋敷の近藤賢二郎さんと西田の岩本廣志さ
ん。近藤さんは法螺貝製作者でもあります。お二人の指導
のもと、法螺貝の持ち方や基本的な３種類の吹き方などを
「小松タイム」では13回にわたって学びます。
　法螺貝は、かつて石鎚山の登山口としてにぎわったＪＲ
伊予小松駅周辺で、お山開きの時に山伏姿の行者などが吹
き鳴らしていて、小松地区の伝統文化ともいえます。
　小松中学校での取り組みは８年目を迎えますが、周桑商

あたご柿の里で干し柿づくり　　　　　　　　　　　　
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 田滝小学校 ～

　あたご柿の一大産地として知られる丹原地区の田滝小学
校では、干し柿づくりが年末の恒例行事となっています。
　去年は、全校児童11人の田滝小学校に最寄りの徳田小学
校から72人の全校児童が駆けつけ、干し柿づくりを応援し
ました。田滝青果出荷組合のご厚意により提供いただいた
約750個の柿を、まず１・２年生がヘタを取り、その後３
　　　　　　　　　　　　　・４年生はピーラーで、５・
　　　　　　　　　　　　　６年生は包丁で皮をむきまし
　　　　　　　　　　　　　た。慣れない手つきの下級生
　　　　　　　　　　　　　に上級生が教えながら、みん
　　　　　　　　　　　　　な真剣な表情で取り組んでい
　　　　　　　　　　　　　ました。皮がむけると、ひも

河北中学校の立派な大凧（写真上）
と親子で参加する凧作り教室

法螺奉納大会と文化祭で練習の成果を披露する「小松タイム」で学ぶ皆さん

たこ
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関
わ
ら
ず
、
商
品
を
一
目
見
た
仕

入
れ
担
当
者
は
即
座
に
試
食
販
売

会
の
開
催
を
提
案
。
去
る
11
月
下

旬
の
５
日
間
、
髙
橋
農
園
の
「
レ

イ
ン
ボ
ー
キ
ウ
イ
」
が
そ
の
食
品

売
り
場
の
一
角
に
並
び
、
口
の
肥

え
た
浪
速
の
消
費
者
の
に
ぎ
わ
い

を
呼
ん
だ
。

　

ま
た
こ
の
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

は
「
障
が
い
者
と
健
常
者
を
つ
な

ぐ
架
け
橋
に
」
と
の
思
い
も
込
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
組
立
作
業
は

道
前
育
成
園
入
所
の
方
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
。

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
通

じ
て
商
品
の
付
加
価
値
を
向
上
さ

せ
た
サ
イ
ク
ス
の
支
援
は
、
農
家

と
百
貨
店
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な

り
、
農
業
者
の
販
路
拡
大
・
所
得

向
上
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

サ
イ
ク
ス
で
は
、
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
タ
室
・
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室
に
入

居
す
る
企
業
や
個
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
部
屋
も
24
時
間
利
用

可
能
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
が
整
備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

あ
ら
ゆ
る
経
営
相
談
に
お
応
え
で

き
る
環
境
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
入
居
資
格

○
新
た
に
事
業
化
に
取
り
組
も
う

　

と
す
る
方

○
新
た
な
事
業
分
野
へ
の
進
出
、

　

研
究
開
発
に
取
り
組
も
う
と
す

　

る
方

■
入
居
期
間

○
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室

　
　
　
　
　
　
　
　

…
４
年
以
内

○
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室
…
２
年
以
内

■
入
居
決
定
に
つ
い
て

　

事
業
計
画
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
お
よ

び
審
査
の
う
え
、
入
居
の
可
否
を

決
定
し
ま
す
。　

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

部
屋
の
仕
様
や
入
居
申
請
な
ど

詳
細
は
、
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

　

現
在
、
市
内
福
成
寺
で
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
を
栽
培
す
る
髙
橋
農
園

の
髙
橋
賢
一
氏
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

と
し
て
会
社
勤
め
を
し
て
い
た
髙

橋
氏
を
農
業
の
道
に
進
ま
せ
た
の

は
、
あ
る
キ
ウ
イ
と
の
衝
撃
的
な

出
会
い
で
あ
っ
た
。

　

み
か
ん
ど
こ
ろ
と
し
て
全
国
に

名
を
は
せ
る
愛
媛
県
。
同
様
に
キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
生
産
も
盛
ん
で
、

日
本
一
の
出
荷
量
を
誇
っ
て
い
る
。

そ
の
主
流
は
果
肉
が
緑
色
の
「
ヘ

イ
ワ
ー
ド
」
と
い
う
種
類
だ
が
、

髙
橋
氏
が
栽
培
し
て
い
る
の
は
鮮

や
か
な
赤
色
と
黄
緑
色
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
美
し
い
品
種
「
レ
イ
ン

ボ
ー
レ
ッ
ド
」。
や
や
小
ぶ
り
な

果
実
で
は
あ
る
も
の
の
、
糖
度
18

度
以
上
と
非
常
に
甘
く
、
程
よ
い

バ
ラ
ン
ス
で
酸
味
と
調
和
し
て
い

る
。

冷
蔵
庫
に
貯
蔵
。
温
度
設
定
に
注

意
を
払
い
な
が
ら
冷
蔵
保
存
し
収

穫
後
の
追
熟
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、

取
引
先
の
注
文
に
応
じ
た
出
荷
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
11
月
に
入
れ

ば
他
産
地
の
キ
ウ
イ
の
供
給
が
終

了
す
る
た
め
、
安
定
し
た
価
格
で

の
取
り
引
き
も
可
能
と
な
っ
た
。

■
新
た
な
付
加
価
値　

　

こ
の
よ
う
な
髙
橋
氏
の
労
力
や

時
間
を
惜
し
ま
な
い
栽
培
と
販
売

戦
略
に
よ
り
、
付
加
価
値
を
高
め

ら
れ
た
キ
ウ
イ
は
「
レ
イ
ン
ボ
ー

キ
ウ
イ
」
と
名
付
け
ら
れ
、
県
内

外
の
百
貨
店
で
の
贈
答
用
を
は
じ

め
、
有
名
料
理
店
や
洋
菓
子
店
な

ど
で
も
取
り
扱
わ
れ
、
い
ず
れ
も

高
い
評
価
を
得
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
「
レ
イ
ン
ボ
ー
キ
ウ
イ
」

に
さ
ら
な
る
付
加
価
値
を
加
え
た

の
が
、
サ
イ
ク
ス
の
三
浦
房
子
産

業
技
術
支
援
員
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
。

　

以
前
は
、
透
明
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
使
用
し

て
い
た
が
、
髙
橋
氏
か
ら
の
依
頼

を
受
け
た
三
浦
支
援
員
は
色
鮮
や

か
な
「
虹
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
高

級
感
あ
る
も
の
を
作
成
。
こ
の
新

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
る
大
阪
の
有
名

百
貨
店
と
の
商
談
で
は
、
そ
れ
ま

で
に
取
り
引
き
実
績
が
な
い
に
も

information vol.85

　

こ
れ
ま
で
の
キ
ウ
イ
の
イ
メ
ー

ジ
を
覆
す
そ
の
甘
味
に
衝
撃
を
受

け
る
と
と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
感
じ
た
髙
橋
氏
は
、
脱
サ
ラ

し
て
の
就
農
を
決
意
。
そ
し
て
つ

い
に
２
０
０
６
年
、
栽
培
開
始
に

こ
ぎ
つ
け
た
。

　

髙
橋
氏
の
キ
ウ
イ
栽
培
に
対
す

る
こ
だ
わ
り
は
強
く
、
魚
を
主
原

料
と
し
た
有
機
肥
料
し
か
使
用
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
花
が
咲
い
た

そ
の
日
の
う
ち
に
ス
ポ
イ
ト
を
使

っ
て
一
つ
一
つ
丁
寧
に
受
粉
さ
せ
、

さ
ら
に
摘
果
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、

こ
の
品
種
と
し
て
は
驚
き
の
大
玉

に
仕
上
げ
て
い
る
。

■
販
売
戦
略

　

レ
イ
ン
ボ
ー
レ
ッ
ド
の
収
穫
期

は
10
月
上
旬
。
こ
の
種
は
完
熟
ま

で
の
期
間
が
短
い
た
め
、
市
場
に

広
く
流
通
す
る
の
は
同
月
内
に
限

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
髙
橋
農

園
の
キ
ウ
イ
が
市
場
に
出
始
め
る

の
は
11
月
上
旬
か
ら
。
こ
こ
に
髙

橋
氏
の
販
売
戦
略
が
あ
っ
た
。

　

10
月
上
旬
に
収
穫
し
た
キ
ウ
イ

は
、
一
度
、
農
園
所
有
の
業
務
用

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
・

   

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室 

入
居
者
募
集

入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

33

髙 

橋 

農 

園
（
福
成
寺
）

キウイ栽培に手間を惜しまない
髙橋農園の髙橋賢一さん

旧パッケージ（写
真上）と、サイク
スの支援員がデザ
インした高級感が
漂う新パッケージ
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危
険
性
が
あ
る

方
の
、
生
活
習
慣
の
改
善
支
援
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
の
か
ら
だ
の
状
態
」
を
知

る
こ
と
は
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞

等
が
自
覚
症
状
な
く
進
行
し
、
重

症
化
す
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
も
非
常
に
大
切
で
す
。

　

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、

指
定
医
療
機
関
で
必
ず
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

40
歳
～
74
歳
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
（
年
齢
は
平
成

24
年
3
月
31
日
現
在
）

■
実
施
期
間　

２
月
29
日
㈬
ま
で

■
検
査
内
容

　

問
診
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

身
体
計
測
、
腹
囲
測
定
、
血
液
検

査
、
診
察

■
受
診
の
際
に
必
要
な
も
の

○
特
定
健
診
受
診
券

※
対
象
者
に
は
事
前
に
交
付
し
て

　

い
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

■
申
込
方
法

　

事
前
に
指
定
医
療
機
関
へ
予
約

し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
23
年
度
に
市
が
行
っ
た
総

　

合
健
診
、
国
保
の
短
期
人
間
ド

　

ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た

　

方
は
、
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

　

国
保
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

合
併
し
て
初
め
て
の
西
条
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
全
体
見
直

し
と
な
り
、
そ
の
計
画
案
の
公
告

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

縦
覧
期
間
の
翌
日
よ
り
15
日
間

の
異
議
申
立
期
間
が
あ
り
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

　

1
月
10
日
㈫
～
2
月
9
日
㈭

　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所
・
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
農
業
水
産
課

　

農
政
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
６

○
各
総
合
支
所
農
林
水
産
課

　

農
政
係
（
東
予
）

　

農
林
水
産
係
（
丹
原
・
小
松
）

13
日
㈮　

固
定
資
産
税
第
４
期
分
、

　

国
民
健
康
保
険
税
第
6
期
分
の

　

督
促
状
の
発
送

31
日
㈫　

市
県
民
税
第
４
期
分
、

　

国
民
健
康
保
険
税
第
7
期
分
の

　

納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

　　

市
民
生
活
課
や
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
で
交
付
し
て
い
る
住
民

票
の
写
し
な
ど
の
住
所
の
欄
に
、

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト

名
と
部
屋
番
号
な
ど
の
方
書
が
加

わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
近
年
マ
ン
シ

ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

の
番
地
ま
で
の
表
示
で
は
住
所
が

明
ら
か
に
な
ら
な
い
場
合
が
出
て

き
た
た
め
で
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

市
民
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
１

　

１
月
31
日
㈫
は
、労
働
保
険（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
料
の
第
３

期
分
の
納
付
期
限
で
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
は
、
納
付

書
が
届
き
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
納
期
限
が
近
づ
い
て
納
付
書
が

　

届
か
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
５

－

５
２
０
２

40
歳
～
74
歳
の
国
保
被
保
険
者
の
方
へ

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

西
条
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

全
体
見
直
し
に
係
る
公
告
縦
覧

１
月
の
市
税
ご
よ
み

　昭和24年１月26日、法隆寺（奈良県）の金堂
から出火し、1300年の歴史を持つ日本最古の壁
画が焼損しました。
　その後も貴重な文化財の火災が相次いで発生
したことから、文化財を火災・震災等の災害か
ら保護するとともに、国民の文化財愛護思想の
普及高揚を図る目的で、昭和30年に１月26日が
「文化財防火デー」と定められました。
　貴重な文化財を火災から守るためには、文化
財関係者の努力だけでなく、地域住民一人ひと
りが文化財を災害から守るための日常の心配り
を積み重ねて行くことが必要です。
　永い歴史の中で先人が守ってきた貴重な文化
財を、後世に受け継いでいくためにも、皆さま
のご協力をお願いします。

第
３
期
分
の
労
働
保
険
料
を

納
付
し
ま
し
ょ
う

平
成
24
年
２
月
１
日
か
ら

住
民
票
の
写
し
な
ど
に
方
書
が

加
わ
り
ま
す
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日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
全
て
の
人
は
国
民
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
老
後
や
万
が
一
の

事
態
に
備
え
、
み
ん
な
で
前
も
っ

て
保
険
料
を
出
し
合
い
、
お
互
い

を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
20
歳
に
な

っ
た
ら
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
加

入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
加
入
の
届
出
や
保
険
料
の
納
め

　

忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が
受
け
ら

　

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
加
入
手
続
き
方
法

　

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
区
町

村
の
年
金
担
当
窓
口
で
加
入
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
中
の
方

　

は
、
加
入
手
続
き
の
必
要
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。

■
保
険
料
（
平
成
23
年
度
）

　

月
額
１
万
５
０
２
０
円

※
月
額
４
０
０
円
を
加
算
し
て
、

　

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や

　

す
付
加
年
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
割
引
（
前
納
制
度
）

　

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す

る
こ
と
で
、
保
険
料
の
割
引
が
受

け
ら
れ
る
「
前
納
割
引
制
度
」
や

「
早
割
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

前
納
割
引
制
度
を
利
用
す
る
た

め
の
口
座
振
替
の
申
請
は
２
月
末

日
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
が
払
え
な
い
場
合
は
？

　

所
得
が
少
な
く
保
険
料
が
納
め

ら
れ
な
い
場
合
や
学
生
の
場
合
、

保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

猶
予
期
間
は
最
長
10
年
あ
り
ま

す
が
、
３
年
目
か
ら
は
一
定
の
額

が
加
算
さ
れ
た
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
３
５

－

１
３
６
２

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

平
成
24
年
2
月
1
日
現
在
で
、

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
を

対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け

る
産
業
構
造
を
包
括
的
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
国
の

重
要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ

い
て
実
施
す
る
報
告
義
務
の
あ
る

調
査
（
基
幹
統
計
調
査
）
で
す
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
方
法

○
支
社
等
の
な
い
事
業
所
等
に
は
、

　

調
査
員
が
直
接
、
調
査
票
を
配

　

布
し
、
回
収
に
伺
い
ま
す
。

○
支
社
等
を
有
す
る
企
業
等
に
は
、

　

国
が
民
間
事
業
者
を
通
じ
て
本

　

社
等
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す

　

の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た

　

は
郵
送
で
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

○
調
査
票
は
、
1
月
31
日
㈫
ま
で

　

に
届
け
ま
す
の
で
、
2
月
1
日

　

以
降
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
主
体　

　

総
務
省
、
経
済
産
業
省
、
愛
媛

県
、
西
条
市

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
総
務
課　

統
計
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
９
０

○
経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調
査
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.stat.go.jp/data/

e-census/guide/index.htm

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

　寒さが厳しいこの季節は石油スト
ーブなどによる火災が多く発生しま
す。石油ストーブなどからの火災を
防ぐために器具の正しい取り扱い方
法などを再認識しておきましょう。

【暖房器具による火災を防ぐポイント】
★必ず火を消す！　注油をするときは、こぼれる場合もあ
　り危険ですので必ず火を消し、火が消えたのを確認して
　から注油を行いましょう。
★周りにものを置かない！　カーテンや衣類、布団などの
　近くで使わないようにしましょう。スプレー缶などは、
　ストーブの近くに放置すると爆発するおそれがあります。
★乾燥機ではない！　ストーブの上で洗濯物を干すと衣類
　などが落下して火災の原因となるので注意しましょう。
★人のいる場所で使う！　寝ているときは誰もいないのと
　同じです。就寝時や外出時は必ず火を消しましょう。

ご存じですか？
野焼きは法律で禁止されています
　家庭ごみや剪定枝などを野外で燃やす「野焼き」
は、法律で禁止されています。（宗教行事や農業
関係など一部の例外はあります）
　また焼却炉の構造には、法律で定められた基準
があり、基準を満たしていない焼却炉やドラム缶
などでの焼却は、法律違反となります。
　野焼きは、ダイオキシンなど有害物質の発生、
煙や灰、悪臭など、ご近所の迷惑にもなります。
　皆さんが快適に生活できるよう、ご協力をお願
いします。
問合せ
　○市庁舎別館環境衛生課
　　水・環境保全係
　　℡0897ー52－1382
　○各総合支所市民福祉課
　　生活環境係（東予）
　　市民福祉係（丹原・小松）

せんてい
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小
・
中
学
校
の
通
学
区
域
は
市

教
育
委
員
会
が
設
定
し
、
児
童
生

徒
の
居
住
地
に
よ
っ
て
通
学
す
る

学
校
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、
保
護
者
か
ら
の
申
請

に
よ
っ
て
校
区
外
通
学
を
許
可
し

て
い
ま
す
。

■
校
区
外
通
学
の
要
件

○
身
体
的
事
情
、
家
庭
的
事
情
な

　

ど
、
市
教
育
委
員
会
が
認
め
る

　

事
情
が
あ
る
場
合

○
浦
山
小
学
校
ま
た
は
田
滝
小
学

　

校
へ
通
学
を
希
望
し
、
市
教
育

　

委
員
会
が
こ
れ
を
認
め
た
場
合

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
学
校
教
育
課　

　

学
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
２

○
各
総
合
支
所

　

市
教
育
委
員
会
各
分
室

■
日
時　

1
月
29
日
㈰

　

受
付
8
時
30
分
～
（
小
雨
決
行
）

■
場
所　

東
予
運
動
公
園　

ビ
バ

・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

■
部
門
・
区
間

○
地
域
の
部　
　
　
　

６
区
間

○
中
学
生
男
子
の
部　

６
区
間

○
中
学
生
女
子
の
部　

６
区
間

○
小
学
生
男
子
の
部　

６
区
間

○
小
学
生
女
子
の
部　

６
区
間

※
各
部
門
の
参
加
対
象
に
つ
い
て

　

は
、
申
込
先
へ
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

1
月
13
日
㈮

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

○
東
予
運
動
公
園
管
理
事
務
所　

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

０
３
６
１

○
丹
原
ま
た
は
小
松
総
合
支
所

　

総
務
課　

総
務
調
整
係

■
開
催
日　

１
月
８
日
㈰

■
会
場
・
開
式
時
間

○
東
予
・
丹
原
地
域
の
方	

　

丹
原
文
化
会
館　

10
時
30
分

○
西
条
・
小
松
地
域
の
方

　

総
合
文
化
会
館　

13
時
30
分

※
各
会
場
と
も
開
式
30
分
前
か
ら

　

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

■
対
象

　

平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成
４

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
市
内
に
住
民
票
が
な
い
方
で
、

　

西
条
市
の
成
人
式
に
出
席
を
希

　

望
さ
れ
る
方
は
、
社
会
教
育
課

　

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
４

【
二
人
展
】

■
期
間　

１
月
８
日
㈰
～
27
日
㈮

■
内
容　

徳
丸
幸
一
氏
の
色
鉛
筆

に
よ
る
似
顔
絵
の
作
品
、
長
谷
川

拓
弥
氏
の
人
物
作
品
や
身
近
に
あ

る
風
景
な
ど
を
展
示
。

■
時
間　

９
時
～
17
時

■
場
所
・
問
合
せ　

ひ
う
ち
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
１
３
１

　

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
正
し
い
支
援
を
学
ぼ
う
。

■
日
時　

1
月
22
日
㈰　

10
時
～

■
場
所　

　

ウ
イ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
旧
大
町
公
民
館
）

■
演
題　

　

知
っ
て
て
お
得
！

　

い
ろ
ん
な
子
ど
も
達
の
特
性
・

困
り
感
・
発
達
サ
ポ
ー
ト

■
講
師　

あ
ー
さ
氏

　

漫
画
家
、
新
居
浜
市
こ
ど
も
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員

■
定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
（
団
体
は

代
表
者
氏
名
・
人
数
も
必
要
）
を

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

ウ
イ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

８
１
１
４

FAX
０
８
９
７

－

５
６

－

８
１
８
６

校
区
外
通
学
の
許
可
申
請

市
駅
伝
競
走
大
会　

東
予
会
場

平
成
24
年　

成
人
式

ひ
う
ち
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
会

ウ
イ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

開
所
記
念
講
演
会

問合せ　東部家畜衛生推進協議会（東予家畜保健衛生所内）
　　　　℡0897－57－9122　Eﾒｰﾙ tou-kachiku@pref.ehime.jp

　西条市は県内２番目の家畜飼養頭数を誇る、畜産が盛んな地域で
す。現在畜産を取り巻く環境は、輸入畜産物の増加、原油価格など
の上昇に伴う飼料・資材価格の高騰、口蹄疫や高病原性鳥インフル
エンザなどの対策等、大変厳しいものとなっています。
　そのような状況の中、市内畜産農家は安心・安全な畜産物を消費
者に提供するため「愛情」と「確かな技術」により、日々生産活動
に努力を重ねています。
　農場から食卓まで（from farm to table）の間に「家畜伝染病予
防法」、「飼料安全法」、「薬事法」、「と畜場法」、「食品衛生
法」などのさまざまな法律があり、法に基づき、畜産農家はもとよ
り関係者一丸となってきめ細やかな安全管理に取り組んでいます。
　皆さんも新鮮で安心・安全な愛媛県産の農畜産物の利用で、地産
地消・食料自給率向上にご協力いただきますようお願いします。
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■
日
時
（
雨
天
決
行
）

　

１
月
７
日
㈯　

10
時
～
12
時

※
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
内
容　

国
内
で
有
数
の
出
荷
量

を
誇
る
西
条
産
品
「
七
草
」
の
Ｐ

Ｒ
販
売
と
、
七
草
粥
を
数
量
限
定

で
振
る
舞
い
ま
す
。

■
場
所
・
振
舞
数

○
Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
前　

５
０
０
食

○
食
の
創
造
館　
　
　

１
０
０
食

※
水
都
市
本
店
・
武
丈
店
・
新
居

　

浜
店
で
も
振
る
舞
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

食
の
創
造
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
５

－

７
１
５
０

■
主
催　

Ｊ
Ａ
西
条

■
日
時

　

1
月
22
日
㈰　

10
時
～
16
時

■
場
所　

食
の
創
造
館

■
内
容　

野
菜
ソ
ム
リ
エ
や
地
産

地
消
を
推
進
す
る
生
産
者
、
お
店

等
が
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
・
果
物

・
加
工
食
品
を
Ｐ
Ｒ
販
売
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

野
菜
ソ
ム
リ
エ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

え
ひ
め
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
０
７
７

　

中
四
国
地
方
に
あ
る
国
立
公
園

の
自
然
や
風
景
な
ど
を
紹
介
。

■
期
間

　

１
月
６
日
㈮
～
２
月
５
日
㈰

■
場
所

　

休
暇
村
瀬
戸
内
東
予
（
無
休
）

■
問
合
せ　

○
環
境
省
中
国
四
国
地
方
環
境
事

　

務
所　

ＴＥＬ
０
８
６

－

２
２
３

－

１
５
８
６

URLhttp://chushikoku.env.go.jp/

○
環
境
省
松
山
自
然
保
護
官
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
１

－
５
８
０
３

■
日
時

　

１
月
21
日
㈯　

13
時
～
16
時

■
場
所　

東
予
地
方
局
西
条
庁
舎

７
階 

大
会
議
室　

■
定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

■
内
容　

　

中
村
和
憲
氏
に
よ
る
講
演
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

※
開
催
中
の
託
児
有
り
。

■
申
込
期
限　

1
月
11
日
㈬

■
問
合
せ

　

東
予
教
育
事
務
所
社
会
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

URLhttp://toyo-kj.esnet.ed.jp/

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
は
、
平
成

29
年
に
開
催
さ
れ
る
「
え
ひ
め
国

体
」（
第
72
回
国
民
体
育
大
会
）

に
お
い
て
、
西
条
市
で
の
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
は

国
内
最
高
リ
ー
グ
で
、
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
選
手
に
よ
る
迫
力
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
期
待
で
き
ま
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
醍だ

い
ご
み

醐
味
で
あ
る

華
麗
な
シ
ュ
ー
ト
や
ス
ピ
ー
ド
感

と
迫
力
、
そ
の
魅
力
と
面
白
さ
を

実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

2
月
5
日
㈰　

12
時
30
分
～

■
場
所　

　

総
合
体
育
館

■
対
戦
チ
ー
ム

　

ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ　
　

　

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ

　
（
鹿
児
島
県
霧
島
市
）
対　

　

Ｈ
Ｃ
名
古
屋

　
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

■
問
合
せ　

　

愛
媛
県
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会

（
新
田
高
等
学
校
内
）
村
上
純
也

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
５
１

－

０
１
８
８

■
経
営
・
管
理
研
修

○
Ｈ
Ｐ
Ｃ
営
業
１
ｄ
ａ
ｙ
セ
ミ
ナ
ー

　

1
月
25
日
㈬

　

申
込
締
切
…
1
月
13
日
㈮

○
組
織
力
を
ア
ッ
プ
す
る
コ
ー
チ

　

ン
グ
研
修

　

1
月
28
日
㈯

　

申
込
締
切
…
1
月
18
日
㈬

■
パ
ソ
コ
ン
研
修　

○
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
チ
ラ
シ

　

を
作
っ
て
み
よ
う

　

1
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

　

申
込
締
切
…
1
月
13
日
㈮

○
ア
ク
セ
ス
応
用
操
作

　

1
月
28
日
㈯
・
2
月
4
日
㈯

　

申
込
締
切
…
1
月
13
日
㈮

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
で
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
作
っ
て
み
よ
う

　

2
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯

　

申
込
締
切
…
1
月
27
日
㈮

○
ワ
ー
ド
実
務
操
作

　

2
月
15
日
㈬
・
16
日
㈭

　

申
込
締
切
…
2
月
1
日
㈬

○
エ
ク
セ
ル
実
務
操
作

　

2
月
22
日
㈬
・
23
日
㈭

　

申
込
締
切
…
2
月
8
日
㈬

■
問
合
せ

　

㈶
東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１

※
各
講
座
に
は
受
講
料
な
ど
が
必

　

要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

西
条
産
品
を
知
ろ
う
！

春
の
七
草
粥　

ふ
る
ま
い

野
菜
ソ
ム
リ
エ

咲さ

く

り理
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
西
条

国
立
公
園
写
真
展　

愛
媛
会
場

東
予
管
内
家
庭
教
育
・
子
育
て

応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
開
催

日　時 場　　所行　　事　　名

８日 9：00 ひうち陸上競技場西条市耐寒マラソン大会

15日 9：00 東予運動公園第４回ちびっこ駅伝大会

29日 9：00 東予運動公園西条市駅伝競走大会　東予会場

29日 9：00 小松中央公園テニスコート第52回社会人普及ダブルス東予地区大会

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座
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■
開
催
日
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

○
初
級
（
全
7
回
）

　

２
月
１
日
㈬
～
９
日
㈭

○
中
級
（
全
7
回
）

　

２
月
13
日
㈪
～
21
日
㈫

■
時
間　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象

　

60
歳
以
上
の
方

■
受
講
内
容

○
初
級　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ

　

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

○
中
級　

ワ
ー
ド
２
０
０
７
を
使

　

っ
た
文
書
作
成
な
ど

※
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

　

Ｘ
Ｐ
を
使
い
ま
す
。

■
定
員

　

初
級
20
人　

中
級
10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で

　

決
定
し
ま
す
。

■
テ
キ
ス
ト
代　

○
初
級　

１
１
０
０
円
程
度

○
中
級　

１
３
０
０
円
程
度

※
以
前
の
テ
キ
ス
ト
は
使
用
で
き

　

ま
せ
ん
。

■
申
込
期
限

　

１
月
20
日
㈮

■
申
込
先　

㈱
西
条
産
業
情
報
支

援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

　

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま

で
の
応
急
手
当
は
重
要
で
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
含
む
心
肺
蘇
生
法
を
学
び

ま
す
。

■
日
時

　

1
月
15
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
申
込
先

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

■
日
時
（
全
5
回
）

　

1
月
25
日
～
2
月
22
日
の
水
曜

日　

19
時
～
21
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

　

い
き
い
き
と
し
た
シ
ニ
ア
ラ
イ

フ
を
送
る
た
め
の
講
座

■
対
象　

　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
方

■
定
員　

25
人

■
申
込
先　

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

【
知
的
障
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

■
日
時
（
全
5
回
）

　

1
月
24
日
～
2
月
21
日
の
火
曜

日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
1
月
31
日
は
見
学
の
た
め
、

　

14
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

　

知
的
障
害
に
つ
い
て
、
正
し
い

知
識
を
学
習
。

■
定
員　

20
人
程
度

【
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

■
日
時
（
全
4
回
）

　

1
月
27
日
～
2
月
17
日
の
金
曜

日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

丹
原
公
民
館

■
内
容

　

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
学
習
。

【
申
込
先
】

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

■
日
時

　

１
月
24
日
㈫　

14
時
～
16
時

■
場
所　

西
条
商
工
会
館
本
所

■
テ
ー
マ

　

あ
の〝
か
た
づ
け
士
〟が
伝
授
！

　

た
っ
た
１
分
で
会
社
が
変
わ
る

片
付
け
の
習
慣

■
講
師　

　

ス
ッ
キ
リ
・
ラ
ボ
代
表

か
た
づ
け
士　

小
松　

易
氏

■
問
合
せ

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０

■
日
時　

１
月
４
日
㈬
・
２
月
５

日
㈰　

10
時
～
15
時

■
場
所　

石
鎚
ピ
ク
ニ
ッ
ク
園
地

■
対
象　

初
心
者

■
定
員　

ス
キ
ー
20
人
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
10
人
（
先
着
順
）

■
特
典　

園
地
内
リ
フ
ト
無
料

※
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
代
は
必
要
。

■
申
込
先

　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
３
３
１

■
問
合
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
内

　

西
条
市
ス
キ
ー
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
３
６

●日時　１月25日㈬　10時～14時
●内容　冬野菜を使ってキッシュを手ごねで作り
　　　ます。
●講師　ＪＨＢＳ　竹ノ内　妙氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円　　●申込期限　１月18日㈬

●日時　１月27日㈮　10時～13時
●内容　地元の海の幸を使って、カニめしと魚料
　　　理など簡単でおいしい料理を作ります。
●講師　槙　満津子氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円　　●申込期限　１月20日㈮

【年末年始・臨時休館】　12月29日㈭～１月３日㈫・９日㈪・23日㈪

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
応
援
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

商
工
会
議
所
セ
ミ
ナ
ー

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
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西
条
市
出
身
で
全
国
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
に
、
こ
れ
ま
で
の
体

験
談
や
郷
土
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時　

　

１
月
21
日
㈯

　

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所

　

西
条
図
書
館
２
階
会
議
室

■
講
師　

　

や
き
も
の
作
家　

池
西　

剛
氏

■
演
題　

　

や
き
も
の
の
見
方
に
つ
い
て

■
申
込
方
法　

　

各
図
書
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
１
月
20

日
㈮
ま
で
に
西
条
図
書
館
へ
持

参
・
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
図
書
館
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

　

で
き
ま
す
。

■
申
込
先　

西
条
図
書
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－
２
６
６
８

FAX
０
８
９
７

－
５
６

－

３
１
８
８

【
冬
の
森
を
歩
く
】

■
日
時
（
各
日
開
催
）

　

１
月
21
日
㈯
～
２
月
５
日
㈰　

　

９
時
～
15
時

■
内
容　

　

標
高
１
４
０
０
ｍ
付
近
、
雪
に

飾
ら
れ
た
ブ
ナ
林
を
歩
き
な
が
ら

動
物
の
足
跡
を
た
ど
り
、
木
々
の

冬
芽
を
観
察
し
ま
す
。

■
定
員　

各
６
人

■
参
加
費

　

３
５
０
０
円
（
昼
食
代
、
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
代
別
）

■
場
所　

　

石
鎚
山
成
就
社
周
辺

■
申
込
先　

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

※
開
催
日
10
日
前
ま
で
に
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

　

な
り
ま
す
。

　

市
内
公
立
高
校
通
学
予
定
の
留

学
生
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

■
滞
在
期
間

　

3
月
中
旬
～
平
成
25
年
1
月
初

旬
（
4
月
か
ら
入
学
、
1
・
2
学

期
の
み
通
学
予
定
）　

■
条
件　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
で
き
る
家
庭
。

■
問
合
せ

　

㈶
ワ
イ
・
エ
フ
・
ユ
ー
日
本
国

際
交
流
財
団　

地
区
委
員　

渡
辺

ＴＥＬ
０
９
０

－

６
２
８
３

－

６
７
４
９

■
募
集
学
科
・
定
員

○
２
年
課
程
（
訓
練
期
間
＝
平
成

　

24
年
４
月
～
26
年
３
月
）

　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科　

10
人

　

自
動
車
整
備
科　
　
　

15
人

○
１
年
課
程
（
訓
練
期
間
＝
平
成

　

24
年
４
月
～
25
年
３
月
）

　

溶
接
エ
ン
ジ
ニ
ア
科　

30
人

■
入
校
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
を
含

む
）
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
方

■
受
付
期
間

　

２
月
３
日
㈮
ま
で

■
入
校
選
考
日

　

２
月
10
日
㈮

■
合
格
発
表

　

２
月
17
日
㈮

■
入
校
日

　

４
月
12
日
㈭

■
問
合
せ

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
３

－

４
１
２
３

ふ
る
さ
と
出
前
塾

■募集する県営住宅の団地名

西条東団地
西条市新田258

新屋敷団地
西条市小松町新屋敷甲2422－2

東予団地
西条市国安158－10

御陣家南団地
西条市丹原町池田1224－20

新居浜南団地
新居浜市庄内町４－４

新居浜東団地
新居浜市庄内町１－４

多喜浜団地
新居浜市阿島１－８

多喜浜第２団地
新居浜市阿島１－７

磯浦団地
新居浜市磯浦町13

中耐
３階

簡耐
２階

中耐
４･５階

木造
２階

中耐
３･４階

中耐
３階

中耐
３階

中耐
３階

中耐
５階

３ＤＫ（54戸）

２ＤＫ（84戸）

３ＤＫ（80戸）

３ＤＫ（４戸）

３ＤＫ（50戸）

３ＤＫ（48戸）

３ＤＫ（36戸）

３ＬＤＫ（21戸）
２ＤＫ（９戸）

３ＬＤＫ（10戸）、２ＤＫ（15戸）
１ＬＤＫ（５戸）

川之江団地
四国中央市川之江町981－１

中耐
５階

３ＬＤＫ（10戸）、２ＤＫ（15戸）
１ＬＤＫ（５戸）

型別（管理戸数）構造･階数団　 地 　名

　県営住宅の空家が生じた場合の補欠入居者を募集します。
入居は３月５日㈪以降の空家発生次第となります。
※入居順位は抽選で決定します。
■受付期間　２月１日㈬～10日㈮（土・日曜日を除く）
※申込用紙は１月中旬から申込先で配布します。
■抽選日時　３月５日㈪　14時
■抽選場所　東予地方局７階大会議室
■申込先　東予地方局３階　建設部管理課　℡0897－56－1300

県営住宅の補欠入居者を募集します

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
体
験
教
室

留
学
生
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

県
立
新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集
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よいお湯に、美味しい食事、日帰りでさっぱり、泊まりでのんびり！

河之内甲494番地　TEL0898－66－0372　FAX0898－66－6461　info@hontani.com

★椅子式全身マッサージ器無料開放！
★ポイント２倍デー！

年中無休　※清掃日は13時まで札止め。
●清掃日　本館・家族風呂：毎週水曜日
　　　　　新館：第２・４金曜日
●入　浴　９時～22時（札止め：21時30分）
●宿　泊　チェックイン：15時
　　　　　チェックアウト：10時

毎月６・16・26日は
椅子式全身マッサージ器無料開放日

【開館時間】９時～17時
【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、10日㈫、11日㈬

●特別展示　過ぎし日の西条の商店街
　商業地域の郊外移転に伴い、
旧西条市の商店街も急速に変
ぼうしてきました。過ぎし日
の様子を思い起こす写真資料
を展示。
期間　１月４日㈬～29日㈰

●和紙教室作品展
　俳画、ちぎり絵、人形、染紙など和紙教室受講生の作品
を展示。
期間　１月31日㈫まで
【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、10日㈫、11日㈬

●小・中学生作品展
　丹原地区の小・中学生による絵と工作を展示。
期間　１月12日㈭まで
●手作り凧展
　１月７日開催の西条市子ども
凧あげ大会に持ち寄った手作り
の凧を、西条市愛護班連絡協議
会の協力により展示。
期間　１月15日㈰～２月３日㈮

【開館時間】８時30分～17時
【１月休館日】月曜日、１日㈰～３日㈫

【開館時間】９時～17時30分
【１月休館日】水曜日、１日㈰～３日㈫、10日㈫、31日㈫

●特別展示　収蔵品特集３　
　～伊予聖人 近藤篤山～
　伊予の小松藩を天下に示した
伊予聖人近藤篤山の資料を館蔵
資料を中心に紹介。小松に生き、
教育・文化の原点を築いた篤山
先生の直筆資料も展示。
期間　３月25日㈰まで

●天神山遺跡展
　天神山遺跡は1993年東部丘陵開発に伴い発掘調査が行わ
れ、埋積土から縄文・弥生・
古墳時代、中世の四時期に及
ぶ複合遺跡であることが判明
しました。発見された出土品
により数千年前の丘陵上での
人々の暮らしを紹介。
期間　１月31日㈫まで
●考古学講座　－参加者募集－
日時　１月15日㈰　13時～16時
テーマ　朝倉北の調査現場見学会
申込期限　１月11日㈬　16時　
●火おこし体験
日時　１月22日㈰・29日㈰　11時～15時
※体験希望の方は、考古歴史館までお申し込みください。
【開館時間】９時～17時
【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、10日㈫、11日㈬

●干支の郷土玩具展
　来年の干支「辰」は
十二支の中で唯一天界
の動物で威勢が良いと
言われます。
　辰年にちなんだ全国
の伝統的郷土玩具約50
点を展示。
期間　１月29日㈰まで

【開館時間】９時～16時30分
【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～４日㈬、10日㈫、11日㈬
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よいお湯に、美味しい食事、日帰りでさっぱり、泊まりでのんびり！

河之内甲494番地　TEL0898－66－0372　FAX0898－66－6461　info@hontani.com

★椅子式全身マッサージ器無料開放！
★ポイント２倍デー！

年中無休　※清掃日は13時まで札止め。
●清掃日　本館・家族風呂：毎週水曜日
　　　　　新館：第２・４金曜日
●入　浴　９時～22時（札止め：21時30分）
●宿　泊　チェックイン：15時
　　　　　チェックアウト：10時

毎月６・16・26日は
椅子式全身マッサージ器無料開放日

【開館時間】９時～17時
【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、10日㈫、11日㈬

●特別展示　過ぎし日の西条の商店街
　商業地域の郊外移転に伴い、
旧西条市の商店街も急速に変
ぼうしてきました。過ぎし日
の様子を思い起こす写真資料
を展示。
期間　１月４日㈬～29日㈰

●和紙教室作品展
　俳画、ちぎり絵、人形、染紙など和紙教室受講生の作品
を展示。
期間　１月31日㈫まで
【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、10日㈫、11日㈬

●小・中学生作品展
　丹原地区の小・中学生による絵と工作を展示。
期間　１月12日㈭まで
●手作り凧展
　１月７日開催の西条市子ども
凧あげ大会に持ち寄った手作り
の凧を、西条市愛護班連絡協議
会の協力により展示。
期間　１月15日㈰～２月３日㈮

【開館時間】８時30分～17時
【１月休館日】月曜日、１日㈰～３日㈫

【開館時間】９時～17時30分
【１月休館日】水曜日、１日㈰～３日㈫、10日㈫、31日㈫

●特別展示　収蔵品特集３　
　～伊予聖人 近藤篤山～
　伊予の小松藩を天下に示した
伊予聖人近藤篤山の資料を館蔵
資料を中心に紹介。小松に生き、
教育・文化の原点を築いた篤山
先生の直筆資料も展示。
期間　３月25日㈰まで

●天神山遺跡展
　天神山遺跡は1993年東部丘陵開発に伴い発掘調査が行わ
れ、埋積土から縄文・弥生・
古墳時代、中世の四時期に及
ぶ複合遺跡であることが判明
しました。発見された出土品
により数千年前の丘陵上での
人々の暮らしを紹介。
期間　１月31日㈫まで
●考古学講座　－参加者募集－
日時　１月15日㈰　13時～16時
テーマ　朝倉北の調査現場見学会
申込期限　１月11日㈬　16時　
●火おこし体験
日時　１月22日㈰・29日㈰　11時～15時
※体験希望の方は、考古歴史館までお申し込みください。
【開館時間】９時～17時
【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、10日㈫、11日㈬

●干支の郷土玩具展
　来年の干支「辰」は
十二支の中で唯一天界
の動物で威勢が良いと
言われます。
　辰年にちなんだ全国
の伝統的郷土玩具約50
点を展示。
期間　１月29日㈰まで

【開館時間】９時～16時30分
【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～４日㈬、10日㈫、11日㈬

●木工教室
　基礎からの指導で、初めての方でも簡単に作れます。
日時　１月14日㈯・28日㈯　13時30分～15時30分
－参加者募集－
　木工ろくろを使って、花瓶を作ってみませんか？
定員　６人　　材料費　700円
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　１月６日㈮・20日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　１月18日㈬・25日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者
●企画展　第60回秋季県展入選作品展・洋画
　県展に入賞した油絵を展示。
期間　１月４日㈬～24日㈫
【開館時間】９時～22時
【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、10日㈫、11日㈬

【開館時間】８時30分～17時
【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、10日㈫、11日㈬

電子工作
七色ライト

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時

小学生　定員：15人
材料費：500円　
必要な物：牛乳パック

小・中学生
小学１～３年生は初級コース将棋教室 22日㈰

13：30～15：00

七宝焼教室 ５日㈭
10：00～12：00

小学生以上　定員：15人
材料費：350円　作品のお渡しに
は３週間ほどかかります

６日㈮
10：00～12：00

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや

楽しい英語絵本の読み聞かせストーリーテリング

こどもの国　１月の行事予定表

毎週土曜日
11：00～11：30

小学生将棋大会 ８日㈰
13：30～16：30

小学生　定員：24人

おもしろ紙ねんど教室
かっぱのおきあがりこぼし

９日㈪
13：30～15：30

小学生　定員：15人
材料費：200円
必要な物：エプロン

木彫教室 15日㈰・29日㈰
13：30～15：30

小・中学生　定員：各10人
材料費：30～400円　必要な物：絵の
具道具　小学１～３年生は保護者同伴

ポーセラーツ
オリジナルの食器作り

22日㈰
13：30～15：30

５歳～小学生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
作品のお渡しには１週間ほどかかります

トールペイント

小・中学生
小学１～３年生は初級コース

15日㈰
13：30～15：00囲碁教室

備　　　　考

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話でこどもの国へ予約してください。
※２月の行事予定表は１月15日㈰からこどもの国にあります。

５歳～小学生　定員：30人
材料費：500円
幼児は保護者同伴

グラスアート
干支のかざり

６日㈮
13：30～15：30

電子工作
バーナル電子楽器

９日㈪
10：00～12：00

小学生　定員：10人
１～３年生は保護者同伴

絵画教室 小学２～６年生　定員：15人
必要な物：絵の具道具

21日㈯
10：00～12：00

イラスト教室 小学３年～中学生
定員：15人　材料費：100円

21日㈯
13：30～15：30

新春！西条の名産を知ろう
みんなで七草がゆをたべよう

７日㈯
11：00～12：00

子どもとその保護者
無くなり次第終了

５歳～中学生　定員：10人
材料費：250円　必要な物：エプロン
小学１～３年生は保護者同伴

染め物教室 14日㈯
13：30～15：30

毎週土曜日
14：00～14：30

●市内小・中学生無料開放日
日時　１月７日㈯・14日㈯　10時～12時
●無料平泳ぎ教室
日時　１月28日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
　当施設は水中モニターを設置しています。水中での動き
を映像にして、効果的に水泳フォームをチェックできます。
登録料　市民：無料　市外の方：1,000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　　ＤＶＤ録画　200円
【開館時間】10時～21時
【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～４日㈬、10日㈫

【開館時間】オアシス：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【１月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日

●第７回　半川奇行陶墨展
　市内在住の半川茂行氏による
旅の想い出の水墨画と遊び心で
作る陶芸作品のコラボレーショ
ン展示。
期間　１月30日㈪まで
場所　椿交流館

▼　プラネタリウム情報　▼

ガチャピン・ムックのプラネタリウムで遊んじゃおう
投影開始時間（10分前にはお越しください。約40分投影）
　○火～金曜日：13時30分、15時
　○土・日曜・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
　※第２・４土曜日の11時の１回目は観覧料無料です。
観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）

●のみの市
　ご家庭に不用品があればご提供ください。
期間　１月４日㈬～９日㈪
主催　どんぐり委員会

椿温泉こまつ
　四国山地のふもとの高台から、のどかな燧灘・道前平野
の遠望を楽しみながらゆったりとくつろげる天然温泉。
　弱アルカリ性の黄金の湯で、憩いのひとときを。
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●ゲーム遊び（要申込）
　１月14日㈯　14時～15時30分　 対象：小学生　 定員：15人
●リトミック（要申込）
　１月17日㈫　　定員：各クラス親子10組
　①10時～10時30分　 　 １歳６カ月～２歳未満のクラス
　②10時40分～11時10分　２歳以上のクラス
●ビリビリバチバチ静電気大実験（要申込）
　１月28日㈯　13時30分～15時　 対象：小学生　 定員：30人
　内容：愛媛県総合科学博物館の科学博士による静電気実験や
　　　　簡単な工作

●みんなで遊ぼうデー「お正月遊びをしよう」
　１月６日㈮　13時30分～14時30分　　対象：幼児・小学生
●リズム教室
　１月７日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生
●茶道クラブ
　１月14日㈯　10時～12時　　対象：幼児・小学生
●たこあげ大会（要申込）
　１月21日㈯　10時～11時30分　
　対象：幼児・小学生　　定員：30人

●かんたん工作「万華鏡作り」（要申込）
　１月７日㈯　10時30分～
　対象：幼児・小学生　　定員：10人
●こども映画会「コララインとボタンの魔女」
　１月７日㈯　13時30分～15時10分
●リトミック（要申込）
　１月17日㈫　10時30分～11時　
　対象：２歳～未就学児親子　　定員：10組
●もちつき大会（要申込）
　１月29日㈰　10時30分～12時
　対象：幼児・小学生　　定員：20人

●土曜あそび隊「ジャンボカルタとり」（要申込）
　１月７日㈯　10時30分～11時30分
　対象：小学生　　
　定員：20人
●みんな集まれ！放課後ドッジボール大会
　１月11日㈬・18日㈬　16時～16時50分　　
　対象：小学生
●もちつき大会（要申込）
　１月29日㈰　10時～12時　　
　対象：幼児・小学生　　
　定員：50人

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。
【１月休館日】月曜日、１日㈰～３日㈫、10日㈫

【開館時間】西条図書館：９時～22時　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【１月休館日】西条図書館：１日㈰～３日㈫、24日㈫～31日㈫　　　　　　東予図書館：月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、10日㈫、11日㈬、31日㈫
　　　　　　　丹原図書館：金曜日、１日㈰～３日㈫、10日㈫、31日㈫　　小松温芳図書館：水曜日、１日㈰～３日㈫、10日㈫、31日㈫

●６日・20日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00

●13日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20

●14日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
庄内小学校　　　　　　10：50～11：20
国安公民館　　　　　　11：40～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00
伊曽乃神社鳥居前　　　15：20～15：40

●８日・22日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
舟形バス停横　　　　　11：00～11：30
大郷集会所　　　　　　13：30～14：00
志川集会所　　　　　　　　　　　14：20～14：50
中川公民館　　　　　　15：00～15：30

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　１月14日㈯　15時～16時　　対象：幼児
○ぴよぴよお話会
　１月18日㈬　10時～10時30分・10時30分～11時　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　１月18日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○おはなし会
　１月14日㈯　14時～15時　　　　対象：幼児以上
　１月26日㈭　10時30分～11時　　対象：乳児
小松温芳図書館
○おはなし会
　１月28日㈯　10時30分～　　対象：幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

▲

特別館内整理期間に伴い次の日程で休館します
　西条図書館：１月24日㈫～31日㈫　
　東予図書館：３月５日㈪～12日㈪
　丹原図書館：２月３日㈮～10日㈮
　小松温芳図書館：２月13日㈪～22日㈬
　※整理期間中の図書館の図書は、予約・回送依頼ができません。
　※図書の返却はブックポストか開館している図書館をご利用ください。

●９日・23日（月曜日）
野々市集会所　　　　　10：00～10：30
旧西田郵便局横　　　　10：40～11：10
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
東予北地域交流センター　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20

●17日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　13：00～13：30
西条西部公園　　　　　13：40～14：10
石根公民館　　　　　　14：30～15：00

●４日・18日（水曜日）
橘公民館　　　　　　　10：00～10：30
新御堂児童公園　　　　10：40～11：10
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20

●11日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：30
西福寺入口　　　　　　10：40～11：10
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：10
氷見公民館　　　　　　14：20～14：50
ウイングサポートセンター　15：10～15：40

●12日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30
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思
い
を

お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
権
学
習
で
「
渋
染
一
揆
」
を

学
習
し
た
後
、
一
人
の
生
徒
が
生

活
ノ
ー
ト
に
『
渋
染
一
揆
を
読
ん

で
い
る
と
、
灰
谷
健
次
郎
さ
ん
の

「
兎
の
眼
」
を
思
い
出
し
ま
す
。

「
兎
の
眼
」
の
言
葉
を
借
り
る
な

ら
ば
「
人
間
が
美
し
く
あ
る
た
め

の
抵
抗
の
精
神
」
を
部
落
の
人
々

は
持
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

苦
し
み
な
が
ら
生
き
て
き
た
人
々

の
強
さ
や
美
し
さ
に
勝
る
も
の
は

な
い
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。
』
と

書
い
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

「
人
間
が
美
し
く
あ
る
た
め
の

抵
抗
の
精
神
」
こ
の
言
葉
に
圧
倒

さ
れ
た
森
口
先
生
は
「
兎
の
眼
」

を
読
み
返
し
、
生
徒
た
ち
の
思
い

に
応
え
た
い
と
「
兎
の
眼
」
の

主
人
公
の
小
谷
先
生
が
訪
ね
た
奈

良
の
西
大
寺
に
行
か
れ
た
そ
う
で
、

そ
の
時
の
新
鮮
な
感
動
は
、
今
も

昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
よ
み
が
え

る
し
、
本
堂
の
中
に
あ
る
「
善
財

童
子
」
の
前
に
座
っ
た
時
は
、
涙

が
出
そ
う
に
な
り
、
体
が
震
え
て

き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

「
善
財
童
子
」
の
目
の
輝
き
を

見
た
と
き
、
ク
ラ
ス
の
生
徒
た
ち

の
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
。
こ
の
と

き
、
私
は
教
師
で
あ
る
こ
と
の
喜

び
に
浸
っ
て
い
く
。
「
今
、
出
会

え
た
生
徒
た
ち
、
こ
れ
か
ら
出
会

う
生
徒
た
ち
、
そ
の
一
人
一
人

を
精
一
杯
幸
せ
に
し
て
い
き
た

い
。
」
と
誓
っ
た
こ
と
が
、
私
の

教
師
と
し
て
の
原
点
で
あ
る
と
熱

く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
先
生
の
発
表
を
お
聞
き

し
、
自
分
の
立
ち
位
置
を
確
か
め
、

原
点
に
返
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
集
い
が
終
了
し
た
後
、

森
口
先
生
の
思
い
を
少
し
で
も
共

有
で
き
な
い
か
と
、
西
条
図
書
館

に
寄
っ
て
み
ま
し
た
。
幸
い
目
当

て
の
本
「
兎
の
眼
」
が
あ
っ
た
の

で
借
り
て
帰
り
ま
し
た
。　
　

　

本
に
登
場
す
る
子
ど
も
た
ち
、

小
谷
先
生
た
ち
の
生
き
生
き
と
し

た
姿
に
魅
了
さ
れ
一
気
に
読
み
終

え
ま
し
た
。
奈
良
の
西
大
寺
に

行
っ
て
「
善
財
童
子
」
を
見
て
み

た
い
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「
善
財

童
子
」
の
写
真
を
見
た
と
き
の
感

情
が
ま
た
強
く
湧
き
上
が
っ
て
き

ま
し
た
。　
　
　

　

い
つ
か
、
私
も
像
の
前
で
自
分

を
見
つ
め
直
し
、
先
生
の
思
い
を

共
有
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「差別をなくする市民の集い」から学ぶ
西条市教育委員会　東予分室№86

　

次
の
方
々
か
ら
ご
厚
志
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略
）

■
個
人

○
髙
塚
靖
樹
（
大
町
）

○
笹
本
陽
地
（
壬
生
川
）

○
田
中
芳
記
（
高
田
）

○
近
藤
紀
代
美
（
小
松
町
新
屋
敷
）

■
各
種
団
体

○
済
生
会
西
条
病
院
売
店

○
創
作
の
家
陶
芸
ク
ラ
ブ

○
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
い
し
づ
ち

○
㈱
こ
っ
こ
ー

○
中
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

臨床心理士による
「こころの健康電話相談」

　心配ごとや悩みごとを一人で悩んでいませんか？
家庭や職場のこと、心と身体の不調など、臨床心理
士が電話で相談に応じます。
　相談は匿名で秘密は厳守します。

　■日時
　　１月29日㈰　９時～17時
　■電話番号
　　０８９－９５６－６４０１
　　０８９－９５６－６４０２
　　（当日のみ通話可能）
　■主催
　　愛媛県臨床心理士会

　寒い季節になると、体調を崩したり、外出を控え
る方が多くなり、献血者が減少します。
　日本赤十字社は１・２月をはたちの献血キャンペ
ーンとして、新たに成人式を迎える「はたち」の若
者を中心に献血を呼びかけています。
　わずか40分の献血で助かる命があります！
　献血へのご協力をお願いします。

11月から３月は冬季の省エネキャンペーン

冬季の省エネルギー対策にご協力を
　11月から３月はエネルギー消費が増加する季節です。暖房の
温度設定を適切に調整するなどの省エネルギー対策を実践しま
しょう。今冬は四国管内でも電力不足が懸念されているので、
以下のような節電へのご協力をお願いします。

●空調
　暖房中の室温は、家庭20℃、オフィス19℃を徹底する。　
●照明
　必要のない電気はこまめに消す。
●電力消費機器
　ポットやパソコンなど使わないときはこまめに電源を切る。

「家庭の省エネ大事典2011年版」
をご活用ください

http：//www．eccj．or．jp/dict/
家庭の省エネ大事典 検索

環境キャラクター
「エコくん。」

はたちの献血キャンペーンはたちの献血キャンペーン
わずか40分で助かる命がある
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　切り口や葉がみずみずしく、
巻きがしっかりしていてずっし
り重いものが良質です。
　カットしてあるものは、断面
が盛り上がっていないもの、芯
の高さが高すぎないものを選び
ましょう。

　日本人の一日の野菜摂取量の目安は350gですが、
実際は平均270g程しか取れていない状況です。「野
菜をたくさんとるのは難しい…」と感じるときは、
鍋物を活用すると手軽に食べられます。最近はトマ
ト鍋やカレー鍋など種類も豊富です。白菜と共にい
ろいろな野菜の栄養を丸ごと味わいましょう。

野菜を一日 350g 食べよう！

栄養士チェック
　白菜の主成分は水分で糖質の少ない低カロリーな食材です
が、いろいろな栄養素を含んでいます。特に風邪予防に効果
的なビタミンＣ、利尿作用のあるカリウム、便秘解消に役立
つ食物繊維が豊富に含まれています。ビタミンＣやカリウム
は水に溶けやすい性質なので汁ごと食べると栄養素を効果的
に摂取できます。

材　料（２人分）

タンパク質 ‥‥‥‥‥‥‥20.3ｇエネルギー‥‥‥‥‥‥‥284kcal
脂肪‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.3ｇ

栄養価（１人当たり）

白菜‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １枚
白身魚のすり身‥‥‥‥‥‥ 150ｇ
卵黄‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １個
サラダ油‥‥‥‥‥‥‥ 小さじ２
とろろ芋‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ½
【べっ甲あんⒶ】
昆布だし‥‥‥‥‥‥‥‥‥360ml
薄口・濃口しょうゆ‥‥各大さじ１
【べっ甲あんⒷ】
吉野くず‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10ｇ

いんげん‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２本
赤ピーマン・黄ピーマン‥‥‥適宜
カキ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２個
白ねぎ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥適宜
わさび‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥少々

酒・みりん‥‥‥‥‥‥各大さじ½
塩‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥少々

水‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 30ml

ジュニア野菜ソムリエ
黒田貴子さん

①　白菜といんげんをゆでて氷水で冷やし、水切りする。
②　カキをさっとゆでてザルにあげる。
③　卵黄に少しずつサラダ油を加え、よく混ぜてマヨネーズ
　状にする。
④　白身魚のすり身に③ととろろ芋を合わせて混ぜる。
⑤　巻きすに白菜を敷き、④を伸ばして広げた上にカキ、い
　んげん、細切りにしたピーマンを並べて巻き、蒸し器で約
　25分蒸す。
⑥　べっ甲あんの材料Ⓐを鍋に入れ沸騰したら、よく混ぜ合
　わせたⒷを加えとろみをつける。
⑦　蒸しあがった巻き白菜を切り、皿に盛り、⑥のあんを流
　し入れて白髪ねぎとわさびを添える。

　

鍋
、
和
え
物
、
漬
物
な
ど
日
本
の
食

卓
に
欠
か
せ
な
い
野
菜
と
も
い
え
る
白

菜
で
す
が
、
明
治
時
代
に
中
国
か
ら
や

っ
て
き
た
比
較
的
新
し
い
野
菜
で
す
。

　

日
清
戦
争
や
日
露
戦
争
に
行
っ
た
兵

士
が
持
ち
帰
っ
て
栽
培
が
始
ま
っ
た
と

い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
中
国
で
は
大
根
、

豆
腐
と
合
わ
せ
て
「
養
生
三
宝
」
と
呼

ば
れ
、
体
調
を
崩
し
が
ち
な
冬
の
風
邪

予
防
や
免
疫
力
の
向
上
に
効
果
的
と
さ

れ
ま
す
。

　

白
菜
の
旬
は
冬
で
す
。
白
菜
が
霜
に

当
た
る
と
、
葉
の
で
ん
ぷ
ん
を
シ
ョ
糖

に
変
え
て
寒
さ
か
ら
身
を
守
る
た
め
甘

み
が
増
し
、
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

　

丸
ご
と
新
聞
紙
に
包
む
な
ど
し
て
保

存
す
れ
ば
ひ
と
月
ほ
ど
持
ち
ま
す
が
、

最
近
で
は
食
べ
き
り
サ
イ
ズ
の
ミ
ニ
白

菜
が
人
気
で
す
。
ま
た
、
中
の
葉
が
鮮

や
か
な
オ
レ
ン
ジ
の
白
菜
は
サ
ラ
ダ
向

き
で
す
。
し
ゃ
き
し
ゃ
き
し
た
食
感
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

きよみず
伊藤　優さん

　地元の新鮮な魚介類を主に使っ
た和食を提供しています。肉や魚
の食材を新鮮な野菜が引き立て、
相乗効果でこの地ならではの料理
が仕上がります。
　魚のすり身は、スーパーなどに
もありますが手に入りにくいとき
は、かまぼこ屋さんで分けてもら
いましょう。

に摂取できます。摂取でき

きよみず

　
た
の
相
が
　
も
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11/9  事業所対抗 屋外消火栓 操法大会

11/23  想いをはせながら… 「椿」 ・千年の森づくり

12/4  大地震に備えて   総合防災訓練

11/26  地域コミュニティの創生を！ 社会福祉大会

70億人目の 赤ちゃん 誕生おめでとう

11/27  ＮＨＫ のど自慢 公開生放送

12/4  豊穣に感謝! 丹原町産業まつり

12/4  うちぬきウォークラリー2011

　市内の屋外消火栓設置事業所の自衛消防隊における消防技術の
向上、初期消火活動の迅速化などを目的とした大会には、精鋭12
チームが出場。参加した皆さんは、日頃の訓練の成果を遺憾なく
発揮しましたが、確実な操作と節度ある動きを披露した今治造船
㈱西条工場チームが、見事優勝に輝きました。

　小松町で古くから愛されてきた椿を継承し「椿」千年の森をつ
くろうと、小松中央公園での植樹を開始して４年。その数がつい
に1000本を超えました。今年も、小さな子どもたちからご高齢の
方まで170人もの皆さんが参加して、千年先の未来に想いをはせ
て語らいながら、１本１本ていねいに植えつけていきました。

　福祉関係者など約800人が参加して丹原文化会館で開催された
大会には、これまで社会福祉の向上に功労のあった方の表彰が行
われたほか、女優の藤田弓子さんをお招きし「いつも何かにとき
めいていよう」との演題で講演をいただきました。また、アトラ
クションとしてハーモニカ・コンサート等も催されました。 　日曜お昼の人気番組「ＮＨＫのど自慢」の公開生放送が、冠二

郎さん・中村美律子さんをゲストに迎え総合文化会館で行われ、
218組が参加した前日の予選会を勝ち抜いた20組の皆さんが、全
国に向けて自慢の歌声を披露しました。２階席まで満員となった
客席からは、大きな拍手と歓声が沸き上がっていました。

　南海地震を想定した市民参加型の総合防災訓練は、玉津・飯岡
地区の全住民を対象とした避難訓練から始まりました。続いて西
条東中学校グラウンドでは、初期消火や救出搬送・応急救護など
の実践的な訓練が行われ、参加した皆さんは防災関係者の指導を
受けながら、大地震に備え真剣に取り組んでいました。

　農産物の一大生産拠点である丹原地区の収穫期における恒例イ
ベント「丹原町産業まつり」。景品付きの餅投げやつきたて餅の
即売、さらに各種団体の趣向を凝らしたふるさと市・植木市・バ
ザー・試食コーナーなどのブース出店、また盛りだくさんのイベ
ントも催され、会場は終日大盛況となっていました。

　昨年10月31日に世界の人口が
70億人を超え、国連人口基金は
この日生まれの赤ちゃんを「70
億人目の赤ちゃんの１人」と認
定しています。市内では４人が
この日に誕生。その内のお２人
が市役所を訪れてくれました。
　健やかなご成長を心よりお祈
りいたしております。

　「うちぬき」のある景観と芸術文化を楽しみながら市内各所を
巡る「うちぬきウォークラリー」。総合文化会館を出発し水辺散
策・史跡探訪・自然観察など、それぞれのテーマで歩いた約300
人の参加者は、ゴール地点のコンサートやグルメ市場・環境イベ
ントも楽しみ、まちづくりについても想いを巡らせていました。

指
揮
者
の
号
令
に
よ
り
放
水
開
始
！

千
年
後
の
森
を
夢
見
て…

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
話
さ
れ
た
藤
田
講
師

汗
を
か
い
た
後
は
い
も
た
き
が
ウ
マ
イ
ッ

消
火
器
の
ホ
ー
ス
を
火
元
に
向
け
て
放
出
！

干
し
柿
づ
く
り
の
コ
ー
ナ
ー
も
盛
況

岡田苺花ちゃん 田中壱樹くん

福田明慧ちゃん 松本瑠偉斗くん
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俳
　
句	

　
　
　
　
　

玉

井

北

男
　

選

四
国
路
や
寺
か
ら
寺
へ
落お

ち

ば葉
踏ふ

む
　
　
　
青
野
義
明

波
し
ぶ
き
眺な

が

め
て
崖が

け

に
石つ

わ蕗
の
花

　
　
　
高
橋

　
和

初は
つ
た
び旅

や
石い

し
づ
ち鎚

を
背
に
光
る
海

　
　
　
　
　
伊
藤
通
友

野
菊
咲
く
夕ゆ

う

ば映
え
の
径み

ち

急
ぎ
ゆ
く

　
　
　
高
橋
和
子

紅
葉
狩
見
る
べ
き
も
の
は
皆み

ん
な
見
る

　
藤

　
　
泉

暇ひ
ま

潰つ
ぶ

す
ク
イ
ズ
難な

ん
も
ん問

冬
真
近

　
　
　
　
井
原
ト
ヨ
子

幾い

く

え重
に
も
地ち

そ

う層
の
あ
り
て
牛ご

ぼ

う蒡
掘ほ

る
　
越
智
小
百
合

障し
ょ
う
じ子

貼は

っ
て
い
つ
も
の
枕

ま
く
ら

落お

ち
着つ

か
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
山
ハ
ズ
ミ

　　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

金

子

一

孝
　

選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

プ
レ
イ
オ
フ
商
戦
が
も
う
陣
構
え
　
　
藤
原
眞
佐
美

威
儀
正
し
皇
帝
ダ
リ
ヤ
咲
き
誇
る
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　　　　　　　　　　　　　　　　　こんにちは！お久しぶりです。私は、今年の夏に西条市の中学　
　　　　　　　　　　　　　　　　生と一緒に中学生海外派遣事業でオーストラリアへ行ってきまし
　　　　　　　　　　　　　　　　た。ブリスベンというクイーンズランド州の州都という都市に行
　　　　　　　　　　　　　　　　ってきました。南半球では冬になっていたにもかかわらず、ブリ
　　　　　　　　　　　　　　　　スベンはそんなに寒くなかったのでラッキーだったと思います。
　研修中は、コアラやカンガルーがいる鳥獣保護区域に行ったり、自然史博物館にも行きました。そ
れから、オーストラリアの生徒に会うためにブリスベンの学校へ英語を勉強しに行きました。学校に
いる時に西条市の生徒が音楽、芸術、体育の授業を受け、教会であるチャペルにも行きました。アボ
リジニ民族について学ぶこともでき、本物のブーメランを投げる体験もありました。
　最終日には、西条市の生徒が日本の文化について発表する会を開きました。日本の昔話を披露した
り、おりがみと習字を教えたり、アニメと漫画を見せたり、お箸を使ったゲームもしました。甚平を
着て盆踊りをし、日本の伝統的な歌「故郷」を日本語でも、英語でも歌いました。オーストラリアの
皆はとても感動しましたし、私は生徒たちが一生懸命プレゼンをし、英語で話す姿に感動しました。
短い研修期間だったのに、生徒たちがどれほど上達したか、はっきり分かりました。
　私自身にとって、初めてのオーストラリアでした。オーストラリアの英語はアメリカの英語と発音
も言葉も違うことが多いので、たまに理解するのが難しかったです。したがって、通訳が時々難しか
ったです。もちろん、西洋での日常生活についての質問は、問題なく説明できましたが、アボリジニ
の歴史について通訳せよと言われた私は大変困りました。しかし、先生としての成長につながる経験
を与えてくれたこの海外派遣事業に参加ができたのは、非常に光栄なことでした。感謝しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳：国際交流員ケイレブ

▲外国語指導助手
　スティーヴン
　　・ダンズビーさん

中学生海外派遣事業の報告
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定 期 無 料 相 談
■行政相談
○１月10日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○１月24日㈫　９時～12時　中川公民館　　
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○１月10日㈫　13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○１月10日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○１月20日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線217
■人権相談
○１月10日㈫　13時～17時　丹原福祉センター　
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○月・水・金曜日（祝日・年末年始除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局人権相談室
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。（予約受付は１月４日㈬～）
○１月11日㈬・25日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○１月18日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談　　月～金曜日（祝日・年末年始除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は16頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　１月17日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）　
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■無料不動産相談
　１月10日㈫　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所
■不動産無料相談
　１月８日㈰　13時～15時　
　宅建協会西条支部（明屋敷57－11兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988
■社会保険等相談
　１月12日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
■社会保険出張相談
　１月18日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　土・日曜日（年末年始除く）　10時～16時　
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日・年末年始除く）市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日・年末年始除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日・年末年始除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日・年末年始除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日・年末年始除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日・年末年始除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日・年末年始除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日・年末年始除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■補聴器相談会
　１月18日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階102会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■精神障害者の家族相談会
　１月19日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803
■お酒の悩み相談
　１月25日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日・年末年始除く）８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

東予若者サポートステーション出張相談会
　社会的な自立のために踏み出すサポートをします。
日時　１月10日㈫・24日㈫　13時～17時（完全予約制）
場所　ハローワーク西条
対象　おおむね40歳未満で就業していない方、その保護者
問合せ　東予若者サポートステーション　℡0897－32－2181
　月～水・金曜日：10時～18時、木曜日：11時30分～19時30分
行政なんでも相談所
　登記、戸籍、相続税、確定申告、失業給付、年金、道路、
消費者保護、介護、防犯、裁判・訴訟などの相談に応じます。
日時　１月26日㈭　10時～15時　　場所　大町公民館
問合せ　総務省愛媛行政評価事務所　℡089－941－7701
　　　　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243

中小企業労働相談　
労働者、使用者双方からの労働問題全般の相談に応じます。
日時　１月24日㈫　10時～12時・13時～15時（予約優先）
場所　市民会館２階第１会議室（東予総合支所隣）　
問合せ　東予地方局商工観光室　℡0897－56－1300（内線462）
労災職業病無料健康相談会
日時　２月４日㈯　13時～　労災職業病、労災補償などの説明
　　　　　　　　　14時～16時　個別健康相談
場所　総合福祉センター（もてこい元気館）
必要な物　自身の働いた記録（厚生年金記録、雇用保険記録）
　や会社の健康診断記録など
問合せ　全日本建設交運一般労働組合愛媛県本部
　　　　℡089－976－5550
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以
外
に
も
心

が
け
て
欲
し
い
こ
と
は
、
む
や
み

に
部
屋
を
暗
く
し
た
り
物
音
が
し

な
い
よ
う
な
環
境
に
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

あ
く
ま
で
も
仮
眠
で
あ
る
こ
と

を
お
忘
れ
な
く
・
・
・
。

　
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
眠
れ
や
し
な

い
。」
と
つ
っ
こ
み
が
入
り
そ
う

で
す
が
、
ま
あ
目
を
閉
じ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
一
瞬
で
も
意
識
が
遠

の
け
ば
そ
れ
で
随
分
す
っ
き
り
す

る
は
ず
で
す
。

◆
昼
寝
前
の
コ
ー
ヒ
ー

　

昼
寝
か
ら
す
っ
き
り
目
覚
め
、

午
後
か
ら
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ

る
た
め
に
、
昼
寝
前
に
コ
ー
ヒ
ー

や
紅
茶
、
緑
茶
な
ど
カ
フ
ェ
イ
ン

の
含
ま
れ
た
も
の
を
飲
ん
で
お
く

こ
と
も
効
果
的
で
す
。

　

カ
フ
ェ
イ
ン
の
作
用
が
現
れ
て

く
る
に
は
お
お
よ
そ
30
分
程
度
か

か
る
の
で
、
目
覚
め
の
爽
快
感
と

の
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

◆
ほ
か
に
も
あ
る
昼
寝
の
効
果

　

こ
の
よ
う
に
短
時
間
で
も
昼
寝

の
効
果
は
大
き
く
、
眠
気
が
吹
き

飛
び
、
頭
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
、

仕
事
の
能
率
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

し
か
も
日
中
は
こ
れ
ま
で
よ
り

活
動
的
に
過
ご
せ
る
た
め
、
夜
の

寝
つ
き
が
よ
く
な
る
と
い
っ
た
う

れ
し
い
オ
マ
ケ
も
付
い
て
き
ま
す
。

　

寝
つ
き
が
悪
く
な
っ
た
お
年
寄

り
に
も
昼
寝
の
効
果
は
も
ち
ろ
ん

あ
り
ま
す
。
起
き
て
い
て
も
眠
い
、

す
ぐ
に
目
が
覚
め
る
な
ど
浅
い
眠

り
が
多
い
方
に
は
、
昼
寝
を
と
る

こ
と
で
昼
と
夜
の
区
別
が
つ
き
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
昼
寝
は
毎
日
同
じ
時

刻
に
と
る
こ
と
が
重
要
で
、
早
寝

早
起
き
の
人
は
午
後
1
時
か
ら
1

時
30
分
頃
、
遅
め
の
人
は
午
後
2

時
か
ら
2
時
30
分
頃
が
ベ
ス
ト
で

す
が
、
遅
く
と
も
午
後
３
時
ま
で

に
は
終
え
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

遅
い
時
刻
か
ら
の
眠
り
は
短
い

間
で
あ
っ
て
も
、
リ
ズ
ム
が
乱
れ

て
夜
に
眠
り
に
く
さ
を
感
じ
て
し

ま
い
ま
す
の
で
ご
注
意
を
。

　

最
後
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
目
覚
ま

し
時
計
の
セ
ッ
ト
を
お
忘
れ
な
さ

い
ま
せ
ん
よ
う
に
・
・
・
ね
。

お
昼
寝
の
す
す
め
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16日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

11日㈬　９：30～11：00　東予北地域交流センター

13日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

17日㈫　10：30～11：30　玉津公民館

５日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

10日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じ、問題解決に
向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日・１月３日除く）
　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日　９時～16時
　　　　（祝日・１月２日除く）
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　１月６日㈮
○東予保健センター　１月13日㈮
○丹原保健センター　１月27日㈮
○小松保健センター　１月20日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日　10時～11時
　（祝日・１月２日除く）
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日　９時～15時
　（祝日・１月２日除く）
◆精神保健相談（要予約）
　１月23日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　１月24日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■１月の献血日程
◆フジ西条玉津店　１月８日㈰　
　10時～11時30分・12時30分～16時
◆パルティ・フジ東予店　１月18日㈬
　10時～11時30分・12時30分～16時
　（東予ライオンズクラブ協力による開催）
◆市庁舎本館
　１月20日㈮　９時30分～12時
◆マルハン西条店
　１月20日㈮　15時30分～17時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター

※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）

※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～13：30

小松 小松

26日㈭
31日㈫

24日㈫

18日㈬
12日㈭

17日㈫
19日㈭

13：00～14：00 中央 西条平成23年９月１日～
９月30日の出生児

平成23年９月１日～
10月31日の出生児13：00～13：30

東予 東予

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成22年６月１日～
６月30日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成20年12月１日～
12月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう
　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる

▼食事のツボ講座　１月・２月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

２月17日㈮

２月６日㈪

２月２日㈭

２月10日㈮

バランス編

１月20日㈮

１月16日㈪

１月５日㈭

１月13日㈮

カロリー編 受講時間

　野菜の効果や効能を学習し、１日の摂取目安量である350gの量を実際に目
で見て体験するなど、野菜の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、食と健康に興味のある方

▼野菜を食べよう教室　１月・２月の日程等　　※申し込みは１週間前まで受付

15人

中央保健センター 15人２月29日㈬

小松保健センター １月25日㈬

場所・申込先

講義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時

開催日 定員 受講時間

※３月は東予保健センターで実施予定

　麻しん（はしか）・風しんは感染力が大変強い感染症です。
　自分が感染しないためだけでなく、周りの人に感染を広げないためにも、予防接種
は有効な手段です。
　麻しん・風しん予防接種は、平成18年度から混合ワクチンの２回接種となり、平成
20年度から平成24年度までは、これまでの第１期（１歳以上２歳未満）・第２期（年
長児）に加え、中学１年生・高校３年生相当者も対象となります。
　対象となる方で、まだ予防接種を受けていない方は、ぜひ受けてください。

第１期　１歳以上２歳未満

※接種券・予診票を紛失された場合は再交付しますので、最寄りの保健センターへご連絡ください。

区　　　分 対象者の生年月日等 接　種　期　間 接種券・予診票

第２期　年長児

第３期　中学１年生

第４期　高校３年生相当

平成23年度麻しん・風しん予防接種の対象者

平成17年４月２日～平成18年４月１日

平成24年３月31日
までに接種してく
ださい。

２歳になるまでに
接種してください。

「育児のしおり」の中にあ
ります。

平成23年４月上旬に対象者
へ郵送しています。

平成17年度に郵送、３カ月健
診時、「育児のしおり」の配
布などの方法で渡しています。

１歳以上２歳未満

平成10年４月２日～平成11年４月１日

平成５年４月２日～平成６年４月１日

　うつ病に関する知識を得て、家族としてのかかわり方を学びます。
対象　うつ病で治療中の方の家族　　定員　50人（先着順）
場所　東予地方局７階中会議室　　　申込期限　１月27日㈮
申込先　西条保健所健康増進課精神保健係　℡0897－56－1300
　　　　※電話でお申し込みください。

日時　２月１日㈬
　　　13時30分～15時30分
演題　うつ病と治療について
講師　こんどう心療内科
　　　近藤啓次氏

１　回　目 ２　回　目

日時　２月17日㈮
　　　13時30分～15時30分
演題　家族の対応
　　　～家族が元気でいるために～
講師　こころ塾　　村松つね氏

※１、２回目ともに講演の後に質疑応答、座談会があります。

　総合健診の「乳がん検診」、「子宮頸（けい）がん検診」、「大腸がん検診」の開催日程を追加して実施します。
　今年度の検診の対象となる方で、まだ受診されていない方は、ぜひ受診してください。
※各検診は予約制です。定員になり次第、申し込みを締め切ります。

対象者
○乳がん検診
　40歳以上の女性で、明治～昭和の
　奇数年生まれの方
○子宮頸がん検診
　18歳以上の女性
○大腸がん検診
　30歳以上の方
検査内容
○乳がん検診：マンモグラフィー
○子宮頸がん検診：視診・細胞診
○大腸がん検診：便潜血検査 ※子宮頸がん検診の診察時間は、９時30分から開始します。

１月16日㈪
８時30分～11時

１月17日㈫
８時30分～11時

１月24日㈫
８時30分～11時

２月13日㈪
８時30分～11時

80人 100人

100人80人

80人

乳がん

定　員
検診日・受付時間場所・申込先

子宮頸がん

中央保健センター

東予保健センター 80人

100人

100人

制限なし

制限なし

大腸がん

制限なし

制限なし
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16日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

11日㈬　９：30～11：00　東予北地域交流センター

13日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

17日㈫　10：30～11：30　玉津公民館

５日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

10日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じ、問題解決に
向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日・１月３日除く）
　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日　９時～16時
　　　　（祝日・１月２日除く）
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　１月６日㈮
○東予保健センター　１月13日㈮
○丹原保健センター　１月27日㈮
○小松保健センター　１月20日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日　10時～11時
　（祝日・１月２日除く）
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日　９時～15時
　（祝日・１月２日除く）
◆精神保健相談（要予約）
　１月23日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　１月24日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■１月の献血日程
◆フジ西条玉津店　１月８日㈰　
　10時～11時30分・12時30分～16時
◆パルティ・フジ東予店　１月18日㈬
　10時～11時30分・12時30分～16時
　（東予ライオンズクラブ協力による開催）
◆市庁舎本館
　１月20日㈮　９時30分～12時
◆マルハン西条店
　１月20日㈮　15時30分～17時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター

※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）

※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～13：30

小松 小松

26日㈭
31日㈫

24日㈫

18日㈬
12日㈭

17日㈫
19日㈭

13：00～14：00 中央 西条平成23年９月１日～
９月30日の出生児

平成23年９月１日～
10月31日の出生児13：00～13：30

東予 東予

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成22年６月１日～
６月30日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成20年12月１日～
12月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう
　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる

▼食事のツボ講座　１月・２月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

２月17日㈮

２月６日㈪

２月２日㈭

２月10日㈮

バランス編

１月20日㈮

１月16日㈪

１月５日㈭

１月13日㈮

カロリー編 受講時間

　野菜の効果や効能を学習し、１日の摂取目安量である350gの量を実際に目
で見て体験するなど、野菜の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、食と健康に興味のある方

▼野菜を食べよう教室　１月・２月の日程等　　※申し込みは１週間前まで受付

15人

中央保健センター 15人２月29日㈬

小松保健センター １月25日㈬

場所・申込先

講義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時

開催日 定員 受講時間

※３月は東予保健センターで実施予定

　麻しん（はしか）・風しんは感染力が大変強い感染症です。
　自分が感染しないためだけでなく、周りの人に感染を広げないためにも、予防接種
は有効な手段です。
　麻しん・風しん予防接種は、平成18年度から混合ワクチンの２回接種となり、平成
20年度から平成24年度までは、これまでの第１期（１歳以上２歳未満）・第２期（年
長児）に加え、中学１年生・高校３年生相当者も対象となります。
　対象となる方で、まだ予防接種を受けていない方は、ぜひ受けてください。

第１期　１歳以上２歳未満

※接種券・予診票を紛失された場合は再交付しますので、最寄りの保健センターへご連絡ください。

区　　　分 対象者の生年月日等 接　種　期　間 接種券・予診票

第２期　年長児

第３期　中学１年生

第４期　高校３年生相当

平成23年度麻しん・風しん予防接種の対象者

平成17年４月２日～平成18年４月１日

平成24年３月31日
までに接種してく
ださい。

２歳になるまでに
接種してください。

「育児のしおり」の中にあ
ります。

平成23年４月上旬に対象者
へ郵送しています。

平成17年度に郵送、３カ月健
診時、「育児のしおり」の配
布などの方法で渡しています。

１歳以上２歳未満

平成10年４月２日～平成11年４月１日

平成５年４月２日～平成６年４月１日

　うつ病に関する知識を得て、家族としてのかかわり方を学びます。
対象　うつ病で治療中の方の家族　　定員　50人（先着順）
場所　東予地方局７階中会議室　　　申込期限　１月27日㈮
申込先　西条保健所健康増進課精神保健係　℡0897－56－1300
　　　　※電話でお申し込みください。

日時　２月１日㈬
　　　13時30分～15時30分
演題　うつ病と治療について
講師　こんどう心療内科
　　　近藤啓次氏

１　回　目 ２　回　目

日時　２月17日㈮
　　　13時30分～15時30分
演題　家族の対応
　　　～家族が元気でいるために～
講師　こころ塾　　村松つね氏

※１、２回目ともに講演の後に質疑応答、座談会があります。

　総合健診の「乳がん検診」、「子宮頸（けい）がん検診」、「大腸がん検診」の開催日程を追加して実施します。
　今年度の検診の対象となる方で、まだ受診されていない方は、ぜひ受診してください。
※各検診は予約制です。定員になり次第、申し込みを締め切ります。

対象者
○乳がん検診
　40歳以上の女性で、明治～昭和の
　奇数年生まれの方
○子宮頸がん検診
　18歳以上の女性
○大腸がん検診
　30歳以上の方
検査内容
○乳がん検診：マンモグラフィー
○子宮頸がん検診：視診・細胞診
○大腸がん検診：便潜血検査 ※子宮頸がん検診の診察時間は、９時30分から開始します。

１月16日㈪
８時30分～11時

１月17日㈫
８時30分～11時

１月24日㈫
８時30分～11時

２月13日㈪
８時30分～11時

80人 100人

100人80人

80人

乳がん

定　員
検診日・受付時間場所・申込先

子宮頸がん

中央保健センター

東予保健センター 80人

100人

100人

制限なし

制限なし

大腸がん

制限なし

制限なし
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㈰
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㈪
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５
㈭

４
㈬

６
㈮
７
㈯
10
㈫
11
㈬
12
㈭
13
㈮
14
㈯
16
㈪
17
㈫
18
㈬

19
㈭
20
㈮
21
㈯
23
㈪

25
㈬

24
㈫

26
㈭
27
㈮
28
㈯
30
㈪
31
㈫

９時から18時まで

18時から22時まで 18時から22時まで

18時から22時まで
日

日 日

内　　　科

内　　　科

外　　　科

外　　　科 内　　　科 外　　　科

内　　　科 外　　　科

22
㈰
29
㈰

休日の当番病医院

平日夜間の当番病医院

風呂場の事故に注意しましょう　冬場に暖房のきいた部屋から寒い風呂場に行くと、体が“ブル
ブルッ”と震えることがありませんか？　急激な温度差によって
血圧が急激に変化し、心臓に大きな負担がかかっています。
　この状態はヒートショックと呼ばれており、特に高齢者の方に
発生しやすく、風呂場でのヒートショックによる事故で意識消失、
心筋梗塞、脳卒中などを発症し、多くの方が亡くなっています。

ヒートショックの予防方法
○脱衣所や浴室を暖めておく
○お湯の温度を低く設定する
○家族に声をかけて入浴する
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小
松
橋
が
完
成
し
た
の
は
大
正

15
年
２
月
。
こ
の
年
は
、
暮
れ
も

押
し
迫
っ
た
12
月
25
日
に
大
正
天

皇
が
崩
御
し
、
昭
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に
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も
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ま
さ
に
小
松
橋
は
、
大
正
・
昭

和
・
平
成
と
、
我
が
国
が
近
代
国

家
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
激
動
の

時
代
に
地
域
の
人
々
の
足
元
を
支

え
続
け
、
歴
史
の
節
目
ご
と
に
そ

の
記
憶
の
足
跡
を
残
し
つ
つ
、
今

も
な
お
現
役
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

N

小松小

今治街道

小松温芳
図書館

小松総合支所

小松橋

文

伊予小松

11

196

　かつて金毘羅街
道として多くの参
詣客や旅人に利用
された道筋に、こ
のモダンな橋が架
かり親柱の照明に
明かりが灯された
時、人々は新たな
時代の到来を感じ
たのではないでし
ょうか…

撮
影：

十
亀
茂
樹

No.77　ケアシノスリ（西条に飛来した珍鳥）
　全長56㎝、冬鳥として北日本に少数が飛来する、足が羽毛に
覆われている北方系のタカです。西条では2008年１月に氷見蛭
子の広い農耕地に飛来、上空でホバリング（停空飛翔）しなが
らネズミや小鳥を捕食していました。居心地が良かったのか、
３月頃まで越冬し、多くの野鳥愛好者を楽しませてくれました。

第
77
回　

  

小　
　

松　
　

橋

平成23年11月末日現在
住民基本台帳登録数 (    )内は前月比

人　口　114,363 人  （－21人）

　男　　  54,842 人  （－ 6人）

　女　　  59,521 人  （－15人）

世　帯　  48,501世帯 (＋36世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　昨年の東日本大震災では多くの尊い命
が奪われ、その深い悲しみは被災地だけ
でなく今もまだ日本中を覆っています。
　「男はつらいよ」の寅さんがいたなら
ば、津波被害のあった海辺のまちの鎮守
の参道で初詣客を相手に「どうしたみん
な元気をだせ。もうすぐ青い鳥が見つかる
ぞ！」と青い鳩笛でも売るんでしょう。
そして、かつて一目惚れしたマドンナに
「寂しかっただろう、一人ぼっちでな。
もう俺がついているから大丈夫だ」と、
格好良くキメるんでしょう。
　がんばろう！日本。今年が笑顔あふれ
る明るい年になりますように…       ( ま )
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13：30

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

１

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

月９

日15 9：309：00 中央公民館 ℡0898－65－4030全　　館第７回西条市公民館フェスティバル 無　料

℡0898－68－3555西条市小中学校・高等学校吹奏楽実技講習会 第15回発表会

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【１月休館日】 毎週月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、10日㈫、11日㈬

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【１月休館日】 毎週月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、10日㈫、11日㈬

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

１

日

小ホール

大ホール

大ホール
小ホール

8：30

社交ダンスパーティー

古川保育園発表会

水

大ホール

大ホール

市教育委員会社会教育課 ℡0897－52－1254

市教育委員会社会教育課 ℡0897－52－1254

第16回　葵歌謡愛好会“新春歌の祭典”日29

11：30 12：00 竹ダンス（若原） ℡0897－56－6348

古川保育園

葵歌謡愛好会（越智）

℡0897－55－7143

丹原文化会館

9：00

月９

13：30

11：00

平成24年　西条市成人式８

４ 10：30

13：00

西条市総務課 ℡0897－52－1256

市教育委員会社会教育課

市教育委員会社会教育課

℡0897－52－1254

新年市民祝賀会

無　料

無　料

無　料

無　料

500円

無　料

日 大ホール

大ホール

10：30平成24年　西条市成人式８ 10：00

13：00

無　料

無　料

小ホール

小ホール

金27 13：30 14：00

10：00

西条市文化協会　芸術文化賞贈呈式 ℡0897－52－1628

℡0897－55－2846

1000円

日22

土21

9：008：30

9：30

第７回　西条市ＰＴＡ大会

３/31　　13時30分～　上映　
　　　　 15時45分～　林弘樹監督トークショー
総合文化会館大ホール

土

土

総合文化会館・丹原文化会館ほかにてチケット発売中！

２/21　18時30分開演
総合文化会館大ホール
入場料 全席指定
　Ｓ席 3800円（当日4300円）　
　Ａ席 3500円（当日4000円）
　※未就学児の入場はご遠慮ください。

火

総合文化会館・丹原文化会館ほかにてチケット発売中！

鑑賞料　1,500円（全席自由）

ⒸＮＨＫ・ＳＣⒸＮＨＫ・ＳＣ

３/10　　１回目：11時30分／２回目：14時30分
総合文化会館大ホール
入場料　2800円（全席指定）
　　　　※２歳未満ひざ上鑑賞可
プレイガイド
　総合文化会館、丹原文化会館、愛
　媛新聞社事業部、いよてつ髙島屋
　プレイガイド、明屋書店（今治本
　店・MEGA西の土居店・川之江店）
チケット発売開始　１月６日㈮
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